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近畿電気工李株夫會社
Kinki Electrical Constl'uction company,1ncorporated.

大森久司取締役会長

岸井英夫奈良支店長
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^
、
貿

つ
の
ね
た
み
で
あ
り
、
い
や
が
ら
せ
と
も
受
と
れ
る
。
私
も
四
午
前
、

三
ご
謬
夢
,

三
ご
陰
夢
,

J
 
゛
、
む
隆
゛
、
,

カ
ナ
グ
と
ア
メ
リ
カ
の
司
m
を
見
る
機
会
を
得
、
外
国
太
行
の
士
産
に
と

チ
を
と
っ
た
ネ
ク
タ
イ
に
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
山
、
パ
ン
の
マ
ー
ク
が
あ

＼ノ

つ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
R
本
の
商
品
が
進
出
し
て
い
る
の
か
と
驚
く
と
と
も
に
、
η
本
の
峡
.
済
力

の
強
さ
を
ま
ざ
ま
さ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
感
じ
て
、
今
ま
で
欧
米
斯
田
に
対
し
抱
い
て
い
た
「
先
進
国
」

と
し
、
つ
観
念
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
次
第
で
あ
る
。

し
力
し
,
^
ど
^
^
力
ら
^
^
"
山
と
^
う
力
剤
^
^
く
り
二
^
、
^
,
る
^
0
、
 
H
 
.
八
よ
一
{
^
ニ
ト
.
1
.
^
^
^

れ
を
と
っ
ぐ
い
ろ
の
で
は
な
い
か
と
南
惑
し
た
。

、し

メ
ー
上
の
↓
X
^
口
も
^
^
の
^
ー
^
、
^
に
^
つ
て
而
目
力
^
^
し
、
ル
と
ま
い
え
、
叫
舛
妾
の
レ
、
^
^
糸
^
^
の

g
υ
は
砧
討
も
兆
し
く
な
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
も
ぐ
き
て
い
る
と
は
ヤ
え
、
こ
れ
か
ら
の
商
店
断
の
三
要
中

と
い
わ
十
,
る
安
全
竹
、
釆
仙
性
そ
し
一
愈
楽
性
の
う
、
巧
継
か
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
剖
辺
と
し
て
の
利
更
生
を
も

つ
て
い
る
だ
け
で
そ
の
他
の
即
^
,
^
は
い
、
ナ
れ
.
も
満
足
寸
ぺ
き
も
の
で
な
い
。
し
か
も
也
価
二
^
^
ξ
ν
ヨ
リ

五
1
刀
円
と
力
し
力
れ
る
中
心
紫
゛
街
地
区
で
あ
り
な
か
ら
、
ψ
一
栩
土
殆
ん
ど
平
家
ま
た
捻
二
嘩
ゞ
じ
令

り
、
川
村
に
凸
め
る
リ
討
面
"
も
d
き
く
、
敷
地
の
火
半
が
、
'
と
災
ぎ
と
な
っ
ぐ
い
る
0
 
と
の
夏
也
の
遊

休
上
を
h
打
.
-
J
、
れ
は
畷
冲
"
ノ
も
十
分
と
れ
る
が
、
現
状
で
は
手
の
施
し
よ
う
が
な
し
状
態
で
あ
る
。
都
市

赴
洲
上
需
業
地
域
」
と
定
め
ら
れ
た
地
域
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
士
地
利
用
は
、
ま
こ
と
こ
も
っ
た

、し

な
い
話
で
、
も
っ
と
勉
や
的
な
士
地
利
用
を
凶
る
必
要
が
あ
る
。
 
t
な
わ
ち
商
当
断
の
再
朋
発
こ
そ
、
こ

の
地
芝
課
せ
ら
れ
交
後
の
最
火
緑
題
と
い
え
よ
う
。

゛
フ
は
易
く
行
、
フ
は
難
し
と
は
い
ぇ
、
わ
か
岡
で
、
よ
じ
め
ぐ
の
ケ
ー
ス
と
い
カ
ル
る
近
弌
的
シ
ヨ
ソ

ビ
ン
ゲ
セ
ン
タ
ー
「
奈
良
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
西
火
寺
那
兇
出
県
リ
河
、
?
た
め
÷
勺
、
ま
六
小
ヤ
一
下
一
力

J
^
L
^
、
一
^
ろ
ル
^
Y
/
.
^
J
^
L
^
、
^
ろ
^
、
^
^
^
^
^
、
^
Π
、
^
^
ナ
、
又
・
■
、
^
ー
、
;
^
^
、
^
毎
F
け
^
^
^
^
^
宅
こ
立
上
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

.

●
」
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j
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目
景
気
の
変
動
に
対
応
し
て
・
景
気
対
策
会
議
開
く
・

H
商
錦
泓
同
通
製
貫
塗
を
朋
継

昭
府
四
十
七
革
度
中
小
<
業
政
策
に
関
す
る
釜

閣
議
決
定
緊
急
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

会
誘
の
う
ビ
き
(
九
t
十
打
)

随
筆
現
代
の
若
も
の
に
つ
い
て

解
説
相
続
と
税
金

中
d
ノ
Ⅱ
業
父
よ
り
斗
小
介
業
の
曾
い
砥
父
注
桜
会
の
確
保

随
想
似
興
お
む
づ
か
し
さ

H
伯
水

時
の
こ
と
ば

お

知

ら
せ

輸
出
関
連
中
小
企
業
緊
急
融
資
制
度
に
関
す
る
要
綱
決
定

勤
労
者
則
・
形
成
促
進
佳
つ
い
て
倫
馴
会
の
姻
催
,
・

統
一
伝
票
の
お
十
t
め

会
員
消
恩

人
材
開
発
コ
ー
ナ
ー

d
 
ナ
ノ
,
」
チ
ノ
'
t
田
一
'
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ス
ラ
イ
ド
紹
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景
気
の
変
動
に
対
応
し
て

景
気
対
策
会
議
開
く

一
述
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
'
一
.
契
と
そ
れ
に
対
t
る
内
外
の
M
h
の
変
化
等
に
ょ
り
、
我

国
経
許
は
火
き
J
修
§
"
を
叉
け
火
転
山
を
迎
え
よ
づ
と
し
、
地
元
巾
小
企
業
も
例
外
で

な
く
不
安
と
不
況
咸
邦
L
瀞
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
論
動
杓
な
才
帖
劣
に
対
処
寸
る
た

め
育
麦
県
余
」
を
鴛
心
し
、
第
,
回
会
合
を
九
打
二
ー
ハ
"
q
前
1
時
三
卜
分
よ

一
り
当
所
一
.
階
ホ
ー
ル
に
於
て
開
俳
し
た
。
尚
、
当
面
本
会
議
は
、
次
の
蛋
に
つ
ぃ
て
実

施
t
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
地
北
小
小
伶
業
の
叉
け
ゑ
響
の
実
態
把
握

②
U
麦
対
策
相
談
室
の
患

③
誘
の
<
業
論
機
関
ぐ
ぁ
る
一
Π
ド
ッ
ウ
制
皮
"
の
織

^
・
^
同
^
、
^
^
^
行
^

一

紀
、
錦
一
回
会
議
の
胤
N
汰
の
通
り
。

'

'

一

,

一
^
門
^
会
^
^
^
^
^
力
刃
一
一
^
^
n
、

錦
q
前
十
時
三
十
分
か
ら
当
所
需
ホ
ー
ル
に
於

く
ゲ
ス
ト
"
^
一
^
田
悃
^
」
稀
^
一
^
^
割
^
、
^
・
^
加

観
光
雫
、
堂
、
大
西
問
民
金
撃
ル
奈
良
支

萇
、
寸
本
商
丁
剤
合
ヰ
夬
金
叫
奈
良
支
[
ι
グ

長
を
迎
え
、
当
リ
河
合
上
h
W
会
里

印
十
均
務
雜
斗
、
上
縢
住
友
銀
行
十
X
上
長
、
小
る

井
南
都
銀
行
業
務
部
長
、
吉
田
三
和
銀
行
十
X
店

^
、
゛
'
^
"
^
^
^
^
、
^
^
N
1
^
^
、
ト
、
^
^
^
、

◇
繊
維
関
係
は
、

ン
ヨ
ソ
ケ
以
前
K
説
制

ド
ル

問
過
か
局
0
、
こ
れ
に
加
え
て
、
「
ル
ン
.
ツ

1ノ

ウ
を
受
け
た
。
奈
良
は
十
鼎
輸
出
で
な
り
立

つ
く
い
る
も
の
は
少
な
い
が
、
し
か
し
日
木

の
繊
維
の
'
%
1
三
0
%
が
愉
出
依
存
な

の
で
、
こ
れ
が
内
譜
向
け
ら
れ
過
当
競
争

の
馴
も
越
っ
く
く
る
の
で
は
な
い
か
、
又

こ
れ
か
ら
成
長
の
竹
が
変
ろ
・
フ
か
ら
、
そ
れ

に
対
す
る
帳
換
剛
間
か
必
要
で
、
そ
の
間
の

沸
貨
、
つ
な
き
融
資
を
望
み
た
い
。

◇
建
設
業
界
は
、
大
手
は
別
と
し
て
地
輩
界

は
<
1
旧
按
の
影
粋
は
な
い
、
い
ず
れ
は
設
備

投
資
の
手
控
え
の
膨
郭
か
大
手
か
ら
獣
寄
せ

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
不
況
刻
策
と
し
て

の
公
共
投
資
の
好
W
響
と
し
て
も
公
共
投
資

は
先
ナ
士
地
を
手
当
す
る
の
で
士
建
業
を
う

る
お
ナ
の
は
な
か
な
か
の
こ
と
で
あ
る
。

◇
工
業
関
係
は
、
非
鉄
金
属
粘
契
ど
は
国
際

商
品
で
喧
ち
に
影
紳
を
妥
け
国
際
的
試
練
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。
又
鉄
鋼
界
で
は
咋
作
秋

よ
り
不
謬
入
っ
て
お
り
、
望
"
張
と
し

て
、
今
午
耿
頃
よ
り
上
向
く
と
恩
っ
て
い
た

矢
先
だ
け
に
シ
"
ツ
ク
は
火
き
い
。
又
こ
れ

か
ら
は
国
際
的
な
視
^
に
立
つ
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
ナ
、
一
方
公
害
対
策
を
押
江
め

ね
ば
な
ら
十
、
本
当
に
工
業
部
岡
と
し
ぐ

ー
ー
ー
ー
,

儒
発
長
、
細
田
天
義
鞭
長
、
水
谷
あ
か

し
や
礼
長
の
出
席
に
ょ
り
朋
催
し
た
'

先
十
河
合
型
顕
よ
り
、
今
回
の
ド
ル
ン
ヨ

ツ
ク
に
端
を
兇
す
る
内
外
の
諸
帖
勢
の
変
化
に

よ
る
地
.
兀
<
索
の
受
け
ゑ
繕
の
把
捉
、
そ
れ

を
、
と
に
、
そ
れ
ら
の
対
策
を
協
議
す
ろ
場
と

し
一
a
、
弐
対
策
<
姦
を
繋
世
し
た
と
趣
旨
を
説

呼
抄
拶
と
し
、
中
村
山
務
飢
^
進
一
^
役
を
^

は
、
一
火
転
期
ド
立
つ
も
の
で
あ
る
と
の
志

滋
を
y
た
二
,
一
』
・
ベ
ン
三
、
あ
る

◇
物
品
販
売
業
は
、
.
般
的
に
琵
"
い
よ
1
Y

ら
に
思
う
力
、
介
業
の
減
産
と
共
に
汽
賞
の

切
つ
め
に
ょ
り
納
入
業
岩
は
関
接
的
な
光
上

誠
の
影
誓
を
受
け
ぐ
い
る
。

◇
工
芸
関
係
と
し
て
に
翫
y
ば
い
。
し
か
上

、
0

し

業
界
で
は
、
一
、
ー
キ
ン
ゲ
ヘ
ン
、
サ
イ
ン
ペ

＼ノ

ン
フ
部
輸
出
さ
れ
て
し
る
と
二
ろ
ば
困
乃
く

L

い
ら
れ
る
と
田
や
?
。

ソ
人
し
て
県
の
対
条
C
つ
い
て
、
侘
田
県
閥
T
労

働
部
長
よ
り
、
県
と
し
て
は
、
政
府
に
対
し

て
、
①
課
徴
金
の
姑
傑
へ
の
努
力
。
②
長

朔
低
利
の
特
別
武
、
淋
貨
竪
。
③
金
融
、

税
仰
而
の
村
卿
伝
芯
。
④
倫
用
俊
八
命

の
N
秀
引
下
ナ
。
⑤
為
轡
差
損
の
炊
二

つ
い
て
登
を
な
し
、
県
の
繋
皿
に
つ
い
て

は
、
山
奈
良
希
小
<
業
緊
卦
米
輸
出
讐

資
金
井
胤
資
制
度
を
糎
六
意
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
②
既
設
R
単
位
制
度
と
し
て
鼠

中
小
企
誰
血
負
<
甫
資
制
度
杵
の
拡
火
と
取

扱
則
朋
の
繰
上
け
を
行
な
い
。
③
現
行
の
愉
出

^
奧
資
金
^
邪
獣
玲
の
貸
付
北
問
を
六
ケ
打
よ

り
一
午
に
二
、
ま
た
金
傑
関
の
協
力
K
よ

り
滞
貨
、
合
卸
化
資
金
等
利
用
の
ス
ジ
ド
よ
り

当
面
切
り
ぬ
け
て
行
き
た
い
と
説
明
あ
り
。

三

ま
た
政
府
関
係
金
融
機
関
と
し
て
ま
、
政
付

カ
ノ
■
堅
の
井
拙
逃
と
し
而
T
、
中
令
七
五

0
億
円
、
中
小
公
庫
四
0
0
億
円
、
国
金
三
五

C
徳
円
介
一
五
0
0
得
の
砕
袈
の
拡

大
を
考
え
、
救
済
対
象
企
業
は
諭
製
王
0
%

以
上
の
業
粒
と
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
奈

良
で
は
グ
ラ
フ
・
ミ
ッ
ト
郵
木
界
の
み
で
あ
る

゛
、
、か
、
細
部
の
要
綱
決
ま
れ
げ
対
象
を
拡
げ
た
い

考
え
で
あ
る
。

又
、
金
融
団
と
し
く
は
、

按
ポ
に
は
あ
ま
り
影
粋
な
し
ょ
う
で
、
問
接
的

に
も
、
品
し
、
政
籌
ち
の
形
で
ジ
ー
と
し

て
し
ら
れ
る
と
い
う
形
で
あ
る
と
の
見
力
を
し

め
、
粂
界
の
W
系
に
入
る
。

姦

,
、

ー
ー
司
.
」
ー

轟

て
い
る
。
倫
、
各
行
と
、
前
向
き
に
行
き
た
い

が
、
保
証
に
つ
い
て
は
ど
ぅ
し
て
も
信
用
力
の

袖
先
は
佑
会
に
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
経

料
を
安
く
又
儒
限
度
額
の
拡
大
を
と
い
う
要

祭
あ
っ
た
。
又
+
鼎
銀
行
で
は
年
末
融
資
を

十
打
一
日
よ
り
、
又
金
利
咋
年
よ
り
0
 
・
一
、
五

劣
の
引
下
げ
を
行
っ
て
い
る
。

冬
界
よ
り
の
報
告
を
終
っ
五
々
懇
談
を
な

し
、
本
河
よ
り
村
麦
対
籍
談
室
を
辞
時
に
当

分
の
間
設
透
寸
る
と
と
に
な
り
、
こ
の
運
営
に

つ
い
て
は
各
機
関
の
棚
力
゛
駈
づ
こ
と
に
な
っ

た
。
倫
、
次
回
は
、
十
一
月
上
旬
倫
催
t
る

予
{
正
。

ノ
」
 
J

.,,

ニ
'
一
二
:
二
一
一
:
=
:
、
』
冨
二
、
一
.
、
一
一
一
一
.
一
=
:
三
:
.
:
:
』
三
.
一
豊
二
三
:
三
.
二
冨
二
:
一
一
一
一
一
,
二
一
=
一
;
一
一
,
"
毛
暑
:
ニ
:
ー
^
^
一
^
 
4
^
^
^
^
一
^
^
ー
ー
]
h
 
ノ
ノ
ノ
^
、
一
^
ー
^
^
 
0

1
 
-
.
一

一
一

ニ
.
』
"
一

=

二
里

一
一

景
気
対
策
相
談
室
の
設
置
に
つ
い
て

一
一
一

一
一

ノ

二
里

2

」
、

樹

輸
兪
微
金
通
貨
調
柴
芝
伴
う
つ
な
ぎ
赴
資
亭
の
金
腎
リ
ー
及
び

柘
談

②
下
荊
取
引
に
関
す
る
斡
姪
及
び
相
談

③
そ
の
他
姑
桜
の
捉
供
と
祥
凸
上
の
治
問
題
の
扣
淡
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上
の
ほ
カ
ヰ
小
《
業
近
代
化
促
巡
怯
の

指
定
業
N
、
飽
諾
の
大
隔
遍
皿
下
訥
中

小
^
氏
^
^
^
^
^
の
^
^
、
^
一
^
呂
^
酌
^
^
、
^

代
化
の
た
め
の
指
導
・
ひ
所
梁
の
充
案
寸
を

は
力
り
 
d
d
<
業
材
浩
~
の
袖
・
皮
ヒ
、
近
七
化

J
張
媛
的
に
推
逃
t
る
こ
と
。

ニ
、
流
通
近
代
化
の
推
進

山
冷
通
部
円
の
シ
ス
テ
ム
化
を
促
近
十
る
た

め
、
 
7
鐙
シ
ス
テ
ム
条
本
郡
」
に
も
と

づ
く
実
郷
川
画
の
策
定
を
急
ぐ
と
と
も
、
~
、
流

通
シ
ス
テ
ム
の
朋
発
・
設
汁
、
人
材
開
条
寸
を

山
ず
戸
こ
行
六
ε
?
げ
通
シ
ス
テ
ム
嵯
ん
七
ノ
タ
ー

(
仮
称
)
を
役
透
t
る
こ
と
。

②
取
引
条
件
の
標
凖
化
、
統
一
取
引
伝
票
の

'

5

r

共
司
厶
再
勒
ル
京
柴
、
過
袖
・
公
告
防
止
の
た

め
の
コ
場
拶
転
、
翻
絵
挟
に
対
し
、
六
淵
な

助
成
酬
山
を
講
f
る
こ
と
。
②
中
小
<
●
両
け

・
^
ム
^
旨
^
止
^
^
、
^
^
^
下
^
^
^
^
^
^
^
^

ん
が
み
、
研
一
諭
発
を
促
進
ナ
る
こ
と
。
ま
た

会
防
止
機
器
、
寸
測
機
器
に
つ
い
ぐ
の
検
定

制
皮
1
設
t
る
こ
と
。

矧
商
工
会
議
所
が
実
施
し
ぐ
い
ろ
産
芙
尋

加
談
誕
妻
拡
充
強
化
t
る
こ
と
。

何
公
害
防
止
施
設
の
設
巣
寸
に
、
"
な
資
金

の
轡
洞
な
伐
給
を
は
か
る
こ
と
。
特
に
、
都
補

近
代
化
資
余
貸
付
綴
資
比
¥
大
暢
に
引
上

ナ
る
こ
と
。

5
釜
■
止
施
設
に
つ
い
ぐ
昇
段
の
税
制

獄
阻
を
拡
充
t
る
と
と
も
K
、
持
に
、
無
ハ
ム
害

乍
産
設
備
こ
つ
い
ぐ
の
牙
峨
却
卸
度
を
新
た

二
糾
^
^
,
^
ろ
こ
と
。

四
小
規
模
事
業
対
策
の
強
化
拡
充

^
^
悩
^
^
^
、
^
^
^
^
正
^
^
^
^
員
の

増
員
等
聖
<
系
誘
が
行
な
?
曾
改
等
兇

器
ネ
の
抜
本
的
な
拡
充
を
は
か
る
こ
と
。

^
バ
^
^
^
^
.
^
^
^
一
^
^
#
^
^
^
^
^
、
^
^
,
^

掛
金
お
よ
び
共
栗
額
R
噂
共
栗
の
退

職
所
旧
披
い
、
掛
金
掛
止
め
制
度
の
創
琴
の

收
絵
基
は
か
る
と
と
。

^
^
^
^
小
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
,
^
^

よ
び
設
備
貸
与
制
度
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
。

(
倫
模
事
業
対
策
の
強
化
拡
充
に
つ
い
て

は
、
「
昭
和
円
卜
七
午
度
小
規
"
器
木
対
策
の

強
化
拡
充
に
関
t
る
器
巴
商
途
提
出
。
)

五
、
国
際
化
の
進
展
に
対
応
す
る
対
策
の
推
進

田
特
野
き
万
全
を
捌
t
ろ
た
め
、
既
存

4

C
一
,

ー
ー
゛
ι
'
 
i
 
マ
;
1
 
i
 
}
ー
.
 
1
 
t
 
」
"
,

フ
ー
ル
制
倫
L
誰
籍
シ
ス
テ
ム
の
詣
条
件

裕
俳
の
た
め
の
施
笑
の
充
突
を
は
か
る
こ
と
。

B
繋
近
代
化
盤
J
N
杢
崇
を
充
尖

せ
し
め
ろ
上
と
も
に
、
汁
岡
袈
氾
の
場
介
の
助

戊
措
五
を
於
村
ナ
る
こ
と
。

剛
・
綴
近
代
化
貸
付
の
充
実
笈
川
通
僕
井
1

融
の
飛
躍
的
な
強
化
を
は
か
る
こ
と
、
、

三
、
公
害
対
策
の
推
進

Ⅱ
ヰ
ー
4
^
一
^
八
一
'
辻
^
六
牙
^
1
鍋
畔
Π
,
上
一
(
反

万
」
^
 
J
^
^
'
、
.
^
し
、
、
^
^
人
^
"
^
イ
、
」
と
^
,
^
、
ヒ
叫
^
^

の
力
向
と
対
梁
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
,
、
に
、

の
融
資
制
度
の
充
尖
を
は
か
ろ
妊
か
、
川
式
企

融
公
叶
C
特
恵
阪
換
☆
寸
郭
度
を
あ
ら
た
K
仰

設
t
る
こ
と
。

②
中
小
会
木
の
海
外
投
資
を
促
赴
t
る
た

め
、
中
小
企
業
金
勢
加
に
中
小
<
業
瓣
外
投

穫
迅
貸
菊
努
創
墜
る
こ
と
。

鼎
外
に
進
出
寸
る
中
小
へ
業
者
の
た
め
、

商
工
会
議
所
に
如
需
さ
れ
て
い
る
海
外
<
業
技

術
協
力
斡
旋
事
業
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ

と
。六

、
金
融
・
税
制
の
充
実

山
政
府
関
係
中
小
伶
業
金
融
三
機
関
に
対
ナ

る
政
府
出
資
お
よ
び
財
政
投
融
資
を
強
化
し
、

そ
の
貸
出
蜆
傍
拡
六
、
貸
出
条
件
の
緩
和
を

は
か
る
こ
と
。

②
儁
用
保
畍
公
市
こ
^
t
る
政
府
出
一
^
を
増

顎
し
、
伶
用
柿
完
御
・
艾
の
充
尖
を
は
か
ろ
こ

と
。

③
中
門
介
業
岩
の
利
負
担
の
郡
勢
L
は
力
ろ

こ
と
こ
の
た
め
村
こ
。
リ
人
の
拙
過
ン
堂
J

る
こ
と
。

仔
個
人
取
業
、
轟
酬
制
の
創
役
。

同
法
人
悦
の
幌
誠
税
率
の
適
用
所
様
眼
度
類

の
引
上
げ
。

同
岡
冬
社
の
智
条
課
税
の
傑
。

仁
個
人
事
業
悦
に
お
け
る
事
業
轟
除
類
の

大
幅
引
上
げ
。

弱
W
護
1
備
而
'
艾
、
近
促
法
こ
一
/

三
'
N
'
佐
却
仰
・
皮
哲
の
適
川
期
限
の
矼
一
長

七
、
中
小
企
業
者
の
規
模
範
囲
の
拡
大

中
」
4
"
1
岩
の
ー
"
絶
催
の
広
人
ン
」
太
ノ
ら

こ
と
。

、

1
1

.

、

1}

^ ^

^

1

^ ^

ノ、

レ
'ソ

C

^^^^^
^^^^^

^
^

^^
^

ノ
.

1

.三^

1

"

Y

.

ーユ■

1゛司
1じ

、

、

1

'

1

1

1



二
一
.
、
三
一
:
=

米
国
の
輸
入
課
徴
金
制
度
の
実
施
等
に
伴

う
当
面
の
緊
急
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

一
一
=
二
一
一
.
一
』
一
三
.
一
、
一
一
一
一
,
ー
-
、
一
三
.
ニ
=
一
一
:
三
一
一
:
:
.
酬
1
 
:
:
、
一
一
一
,
=
一
三
ー
ニ
"
一
=
一
-
ー
.
二
■
.
;
一
.
二
一
一
.
-
ー
,
.
:
丁
二
"
一
.
一
.
一
、
.
一
戸
冒
:
=
甲
.
■
一
卜
一
一
一
.
一
.
一
冒
二
=
晋
.
二
一
.
一
二
=
三
.
◆
」

才
国
の
諭
入
課
倣
●
皮
の
器
、
力
§

m
Y
鞠
の
捌
隈
の
ヅ
{
ど
内
・
ア
止
'
伴
い
、
六
き
な

"
薪
U
を
こ
う
む
る
こ
と
と
な
る
諭
譜
関
述
の
中

バ
个
y
こ
文
し
、
券
#
譜
と
し
て
ト
ー
ル
こ
よ

0
災
局
な
対
条
を
準
ろ
こ
と
と
し
、
こ
れ

ら
中
小
企
木
の
炉
ゞ
の
女
定
に
遺
診
な
き
を
燭

十
る
も
の
と
t
る
。

一
、
金
融
上
の
特
別
措
置

政
府
伐
係
中
小
<
止
業
金
融
三
桜
関
に
ょ
尋

」
^
^
^
^
^
^
^
^
^
小
^
一
^
一
^
^
」
み
る
^
^
・
^

産
・
無
贇
金
様
典
期
低
利
の
融
資
等
に

つ
き
、
次
の
金
、
触
上
の
特
別
措
艦
を
溝
ず
る
。

融
資
悦
曾
拡
大

山
商
工
組
A
中
央
金
那
お
よ
び
中
小
璽
人
散

公
坤
に
あ
っ
て
は
一
位
務
岩
あ
た
り
、
 
0
0

0
万
肖
、
国
民
金
燮
厶
肺
に
あ
っ
て
は
一
債
務

者
あ
た
り
五
0
0
万
円
倫
臨
内
に
お
い
て
②

て
掲
げ
る
特
刃
を
適
別
十
る
も
の
と
十
る
。

融
質
規
疑

■
轡
中
央
金
郁
七
五
0
笥

中
小
人
業
金
製
一
匙
円
0
0
億
円

酷
^
^
ホ
、
^
^
ム
^
^
^
オ
^
点
^

一
、
π
0
令
億
円

.

1
里
:
゛
三
=
 
J
一
一
一
:
一
一
一
」
■
一
:
二
一
:
一
=
:
三
:
一
.
一
.
巨
二
一
.
■
一
,
早
毛
一
;
三
.
二
t
.
一
●
一
冒
1
-
:
ニ
;
、
一
一
一
,
一
#
冒
;
=
.
一
.
一
:
;
一
:
.
一
"

恰
触
資
条
件
の
綏
羽

^
付
け
期
闇
土
、
午
以
内
を
東
則
と
t
ろ

が
、
必
晋
応
じ
五
午
以
内
(
い
十
れ
も
ナ
え

お
き
一
午
以
内
)
と
し
、
特
利
適
用
部
分
純
つ

い
て
は
、
ム
新
人
・
石
先
(
下
午
ン
L
こ
え
る
も

の
に
つ
い
て
は
四
午
司
以
降
ヒ
%
)
戸
引
き
下

ナ
る
。

③
触
資
限
度
の
別
わ
く
設
定

現
行
の
融
資
限
度
の
緑
か
、
別
わ
く
の
融
笹

製
兵
を
没
定
す
る
。
(
中
小
企
業
金
堅
庫

D
O
0
力
円
、
里
<
散
公
庫
五
0
0
万

、

価
股
備
近
代
化
資
人
立
の
返
済
猶
予

ν
"
出
関
速
中
j
<
n
業
ぐ
あ
二
＼
中
上
・
ル
業

振
奧
一
梁
団
高
度
化
資
金
お
よ
び
中
小
<
業
設

備
近
代
化
資
金
の
返
票
若
し
く
困
難
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
、
つ
い
て
は
、
返
済
猶
予
ル
諏
め

る
、
の
と
ナ
ろ
。

ニ
、
信
用
補
完
措
置

輸
出
関
述
ヰ
バ
伶
業
の
う
ち
偏
用
力
、
扣
侶

力
に
乏
し
し
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
ょ
り
信

別
柿
充
の
拡
充
を
図
る
。

呆
険
特
例
悼
皿
の
斯
設

山
中
小
企
希
用
保
険
K
つ
き
、
註
だ
よ
り

保
阪
特
例
品
導
新
心
t
る
。

剛
保
艇
度
の
別
わ
く
業

通
曾
保
艇
一
輪
に
?
ざ
、
そ
れ
ぞ
れ

と
れ
ら
と
同
頬
の
別
わ
く
を
設
け
る
。

加
保
険
料
率
の
引
下
げ

圃
に
掲
け
る
別
わ
く
分
に
つ
い
て
は
、
通

曾
料
秀
二
分
の
二
に
引
下
げ
る
。

小
柿
て
ん
率

"
穫
険
に
係
る
別
わ
く
に
つ
い
て
は
、

懇
巾
の
補
て
ん
率
七
0
%
を
八
0
%
に
引

き
上
げ
る
。

同
特
例
期
聞

中
小
<
ル
,
業
信
用
倭
法
の
特
例
謹
施
行

後
一
年
以
内
と
す
る
。

Ξ
、
為
替
取
引
安
定
措
置

中
小
介
業
の
円
溺
な
輸
出
取
引
を
促
赴
t
る

た
め
、
稔
取
引
に
?
ざ
、
語
の
臨
時
措
誰

ル
誘
十
る
。

外
風
為
瞥
資
金
特
別
会
計
は
、
中
小
会
木

1

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
サ
徒
御
と
し
一
、

'
ゞ

当
所
商
業
活
動
調
整
協
議
会

の
結
論
出
る

i
{
ー
ー
ー
.
 
j
 
1
 
'
'
;
ー
}
}
]
ー
ユ

昭
和
四
十
六
年
度
関
西
地
区

中
小
企
業
集
団
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席

中
小
企
業
団
お
よ
び
国
の
助
成
終
了
集
団
の

^
^
員
^
^
し
て
、
一
^
^
^
神
^
^
一
^
^
^
力
▲

研
修
お
よ
び
餓
磊
の
機
全
枇
し
、

小
企
業
の
労
務
嗹
當
ψ
業
の
推
進
、
上
賢
す
る
た

め
に
、
Π
本
労
翻
会
、
奈
良
県
共
催
の
も
と

^
.
、
,
^
、
潜
^
^
ミ
^
ー
^
^
打
卜
 
L
^
H
 
^
^
^
、

ト
七
H
 
(
金
)
、
十
八
側
(
士
)
の
三
日
朋
、

奈
良
喋
又
化
会
鮪
で
朋
催
さ
れ
た
。

「
研
修
内
容
は

一
、
中
小
企
業
集
騨
務
緊
[
事
券
槻
況

一
、
景
女
列
向
と
中
小
<
塗

一

三
、
職
場
の
人
剖
関
系
(
ゲ
ル
ー
ブ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
,
ン
)

四
、
経
築
人
硫

細
労
働
力
の
確
保
と
{
f

圃
安
全
箆
対
策

四
教
育
訓
誓
進
め
方

等
で
」
当
所
よ
り
大
井
指
遵
員
が
儒
し
た
。 t

^
^
十
^
に
^
、
^
巾
の
^
小
^
フ
ァ
、
、
、
リ
ー
内
戸

設
け
ら
れ
る
張
点
貨
店
に
つ
い
て
百
貨
店
・
符

議
会
か
ら
諮
問
を
受
け
た
当
所
で
は
、
三
月
万

H
、
第
一
回
恊
議
会
を
皮
切
り
に
*
叢
を
焚
り

て
い
た
が
、
九
刀
十
凶
日
の
協
議
<
乏
於
て
結

倫
を
出
し
た
。

当
口
は
1
劇
十
吟
、
龍
崎
会
長
外
十
委
員
、

y

ノ

水
田
^
・
^
生
「
^
一
陶
一
」
剖
^
^
ニ
^
t
ガ
山
^
の
も
と

山
財
政
抽
置

上
コ
北
の
清
拙
[
古
、
、
件
,
＼
ゾ
人
の
^
^
錯
趨
を

継
哩
f
る
。

①
商
靴
合
巾
央
金
疹
対
t
る
出
資五0

億
円

商
業
ー
ル
製
で
は
、
去
る
九
打
.
ト
H
、

当
所
に

ぐ
細
田
部
会
長
、
上
村
、

お
い

条
静
筈
会
長
也
畍
哥
イ
名
の
出
帛
の
も
上
こ

圷
仟
1
 
兄
刃
儿
-
1
 
h
.
ト
,
、
 
1
L
-
,
河
一
々
汁
1
、
=
,

智
告
を
な
し
永
忍
を
得
た
。

定
例
税
務
相
談
の
開
催

製
品
の
輸
出
ι
係
る
期
鍵
付
舮
噌
于
形
を
買
1
V

取
っ
た
外
囲
ハ
斗
公
d
銀
行
,
~
対
し
こ
れ
ら
の

手
^
に
見
^
口
っ
て
^
貨
^
北
た
上
汀
な
う
。

②
預
秀
条
件

外
国
為
啓
八
会
塑
汀
の
買
い
取
っ
た
中
小
介

業
製
品
の
輸
出
に
係
る
期
限
付
愉
出
手
形
を
力

1
t
る
も
の
と
t
る
。

、ノ四
、
税
制
上
の
特
別
措
置

愉
出
関
述
ホ
五
米
を
営
み
、
特
K
六
き
な
膨

1粋
を
受
け
る
中
小
<
業
に
つ
い
て
、
<
後

1ノ
手

閥
は
、
欠
損
金
R
戻
し
制
・
度
ド
よ
る
還
例
を

既
往
.
午
闇
(
現
行
一
午
朋
)
 
K
さ
か
の
ぼ
っ

く
一
^
な
う
こ
と
を
認
め
る
。
な
お
、
^
方
税
に

お
い
て
・
、
^
,
門
^
の
一
^
^
し
K
^
い
く
^
卿
盤
匙

を
講
一
,
る
。

恰
乎
吻
礁
押
を
行
な
う
中
上
金
米
を
対
象
と

し
く
、
礎
棄
ま
た
は
該
・
波
寸
る
減
価
倹
却
資
産

に
つ
い
て
は
、
短
朔
間
に
償
却
T
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
於
皿
t
る
。

③
特
に
大
き
な
影
響
を
妥
け
る
中
小
介
芦

対
し
て
、
中
間
剛
告
制
度
、
予
定
納
税
額
の
減

額
否
制
度
お
よ
び
納
税
,
制
度
の
活
Π
を

図
る
。

五
事
業
転
換
の
円
滑
化

中
小
へ
業
の
事
業
転
換
が
円
滑
掘
め
ら
れ

る
よ
う
、
次
の
処
直
壽
叫
ナ
る
こ
と
と
t
る
。

事
業
転
畏
を
行
な
う
岩
に
対
し
、
中
小
企

山業
振
条
業
団
の
闇
度
化
資
金
お
よ
び
中
小
企

業
金
融
公
威
の
特
別
貸
付
け
を
行
な
う
。

鋤
賑
否
綴
に
関
し
て
は
右
冊
、
二
制

^
の
^
別
^
識
を
一
^
刑
^
J
る
。

②
財
政
投
融
資
の
追
九

ぽ
工
瓢
ロ
ヰ
全
肺

中
小
企
業
金
染
飛

丘
民
令
典
{
隊

税
の
問
題
は
、
企
鞭
営
者
に
と
っ
て
大
き

な
比
靈
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
と
の
様
な
こ
と

か
ら
当
所
で
は
、
大
阪
国
税
N
務
相
談
室
よ

り
担
当
官
を
招
い
て
、
毎
河
定
期
的
に
相
談
Π

を
設
げ
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
九
打
は
ト

四
日
、
十
月
は
二
十
旧
生
施
し
た
。
指
導
件

数
は
介
十
六
件
、
向
こ
の
緩
は
、
<
業
納

税
の
立
場
K
立
二
L
の
個
別
網
談
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
お
気
幌
に
、
ビ
利
用
下
さ

ム
*
川
議
W
所
肌
の
W
一
つ
W
】
i
き

記
帳
継
続
指
導
の
実
施

'

当
可
中
小
企
希
談
所
で
は
、
 
1
山
告
堵

の
た
め
の
記
帳
指
道
y
ぜ
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま

,
。
八
打
は
ニ
ト
川
U
1
二
十
七
H
九
剣
よ
六

日
ー
プ
日
 
1
河
^
'
^
日
1
1
型
日
ま
^
、

各
四
H
問
器
し
た
。
謹
,
裂
は
、
引
二
十

一
件
で
し
た
。
向
、
こ
の
指
導
は
当
所
渡
辺
配

帳
指
導
員
、
播
安
記
帳
専
任
職
員
那
日
、
当
い
た

し
ま
し
た
。

'

一

/

、
0

し

7

二
五
0
^
円

四
0
0
億
円

三
五
0
億
円

0
0
0
億
円

点

昭
和
四
十
六
年
度
第
四
回
経

営
指
導
員
連
絡
会
議
に
出
席

、

'
 
j
 
.

、

y

奈
良
県
で
は
去
る
九
月
十
七
H
、
非
糾

や
ま
と
に
お
い
て
標
記
^
絡
^
一
、
誠
を
開
催
。
当

血
の
経
営
改
燧
円
条
業
に
つ
い
て
種
々
協
議

を
な
し
た
。
砧
、
当
所
か
ら
は
中
村
指
導
員
が

寸
、i

出
席
し
た
。

'

.

九
刀
十
倒
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
当

所
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
六
阪
市
立
大
裳

授
岸
戸
護
氏
を
講
師
譯
標
覗
暫
会
を
朋
催
し

ナ
本
講
座
は
'
張
ネ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
を
通

じ
て
、
人
的
管
理
の
基
本
的
鴛
を
明
確
に
す

る
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
彊
を
旦
鼠

場
の
管
乱
址
舮
こ
、
ま
た
肖
生
澁
業
員
の
職

拶
適
応
、
定
旨
指
遵
に
、
あ
る
い
は
人
烹
屶
動

の
改
だ
、
更
に
は
創
鞭
の
朋
発
に
ど
の
よ

う
に
活
用
す
べ
き
か
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
体

系
的
に
論
義
を
碁
れ
た
。
向
、
叉
溝
者
は
十
三

、
り
、

玉

名
。

商
業
小
売
部
会
監
事
会
開
催

標
紀
監
事
会
は
、
九
打
七
日
午
後
二
碍
よ
り

当
所
に
お
い
て
朋
催
さ
れ
、
細
田
製
長
、
上

,
命
,
1
長
一
円
俳
<
亘
焼
木
削
部
会

^
の
^
ち
^
ム
い
の
も
と
、
臼
^
^
^
、
^
川
^

^
の
^
^
四
^
h
一
中
^
^
^
X
、
^
六
^
の
^
^
^
査
一

0
あ
り
ジ
^
π
凸
と
渚
拶
4
池
^
び
証
拠
占
對
と

凧
^
口
の
結
県
布
^
も
^
確
で
あ
る
と
認
証
さ
^

た
。

(
九
t
十
打
)

に
、
呈
販
店
、
テ
ナ
ン
ト
問
題
及
ひ
遺
跡
普

に
県
椛
問
題
に
つ
い
て
現
在
ま
で
の
帯
報

告
を
う
け
た
後
、
張
百
貨
店
西
大
寺
店
糎

に
つ
い
五
々
棚
議
の
"
契
発
小
売
業
界

と
の
協
闘
の
粘
神
で
共
存
共
栄
を
は
か
る
こ
と

を
前
畏
と
し
て
店
舗
禦
心
許
可
*
請
に
つ
い
て

山
訥
通
り
承
認
し
て
差
支
え
な
い
好
会
頭
宛
に

答
申
t
る
こ
と
に
結
剪
け
た
。

6

C
Q
、

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
を
開
催

職
場
管
理
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
講
習
会
開
催

ノ
一
、

1

{ 1 目

,1{1

」1

、、

1曽
則

'b



労
働
保
険
の
徴
収
業
務
打
合

せ
会
に
出
席

^
^
^
、
^
^
F
^
"
^
リ
^
^
口
寸
、
、
^
、
^
,
^
^
^

一
本

化
ざ
れ
「
屶
仰
保
陟
の
U
ポ
リ
リ
.
心
,
の
徴
^
^
寸
二
関

^
ー
-
^
J
-
4
^
^
^
村
^
,
ヒ
^
^
刃
 
H
よ
り

処
仔
さ
れ
る
,
γ
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
怯

,
^
^
し
^
丁
、
^
^
^
U
^
^
^
^
U
^
ー
^
0
^
^
^
^
ー
^

を
ば
か
る
六
め
の
説
明
会
が
、

一

Π

打

^
!
ー
,
目
・
・
、
n
 
/
、
,
・
^
^
立
Ⅱ
^
^
゛
^
^
1
ι
^
島
^
^

斤
一
ぐ
、
チ
^
小
^
^
Π
ニ
リ
]
^
"
^
、
ム
一
,
、
^
こ
て
,
ト
の
屶

、

^
、
^
^
川
^
山
口
片
が
^
^
^
^
ト
^
、
一
^
Ⅱ
^
^
^
、
^

帰
僻
さ
れ
た
。
向
、
当
川
よ
り
岡
安
係
員
が
小

11

,
邪
}
〕
た
。

う
な
経
済
仙
勢
の
巾
で
、
<
,
後
の
不
況
刈
梁
二

つ
し
ぐ
の
芥
処
策
を
亜
々
~
甜
さ
,
札
た
。
砧
、

当
血
の
対
策
指
導
に
役
立
て
る
ぺ
く
指
遵
員

司
^
^
心
こ
捻
肌
小
し
^
。

参
加
岩
は
、

名
で
し
た
。

ー
ー

昭
和
四
十
六
年
度
経
営
指
導

員
研
修
会
基
礎
コ
ー
ス
(
前

期
)
に
参
加

響
指
導
員
の
資
質
の
向
上
と
、
'
の
経

洲
姑
勢
及
び
中
小
介
業
問
題
を
適
確
K
把
握
す

る
^
^
、
^
.
^
^
,
、
問
'
^
^
一
^
易
と
^
月
内
の
^
^
^
の

主
世
よ
り
、
難
鼎
導
員
九
卜
一
名
を
器

て
姻
翫
修
会
ガ
十
打
叫
Π
、
万
Π
、
六
Π
の

H
^
N
欣
h
a
^
加
^
Π
^
^
^
^
^
一
^
^
ま

.^
.
^
一
^
^
^
^
L
^
^
^
・
^
^
^
^
^
^
^
小
^
↑
^

^
^
嗣
正
^
^
^
^
"
^
、
^
^
良
^
L
寸
を
翠
剖
に

一開
倍
さ
れ
た
、
当
所
よ
り
六
井
、
鈴
ポ
画
斯
導

^
^
<
ら
^
し
た
。

中
堅
管
理
者
の
監
督
能
力
向

上
講
座
開
催

昭
和
四
十
六
年
度
第
三
回
経

営
指
導
員
研
修
会
に
出
席

観
光
士
産
品
買
い
取
り
審
査

開
催

う
こ
レ
ジ
十
 
1
¥
Ψ
才
こ
即
U
ψ
"
を
も
た
ら
t
力

つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

向
、
奈
良
商
工
会
議
所
て
は
所
内
に
「
邑
黙

対
冬
議
」
を
設
透
し
、
そ
の
亊
券
一
つ
に

「
毅
気
対
策
"
談
室
」
を
設
け
中
小
<
ル
業
に
樒

心
し
た
刈
チ
.
Y
悉
じ
る
L
个
"
を
上
っ
ぐ
し
ろ

〔

一
^
肖
^
^
員
の
^
質
'
^
^
な
ら
び
^
^
一
^
呂
改

一
上
N
^
^
^
^
^
^
Ⅲ
^
^
^
円
^
が
^
^
^
^
^

六
灸
施
t
る
た
め
の
標
記
研
修
会
が
九
剣
丁
十

一
塒
よ
り
、
当
所
三
階
ホ
}
ル
で
、

り
裟

.

奈
良
旧
仁
V
好
引
大
学
教
授
山
此
後
氏
・
江
゛
姉

こ
、
県
卜
経
1
N
、
中
央
会
謙
員
1

の
、
と
飼
網
さ
れ
、
当
"
よ
り
ヰ
村
指
遵
課

'
不
、
大
訓
弁
指
導
員
力
出
帛
し

長
、

」
一
、

一
一
「
ー

た
。
研
修
広
容
け
、
ニ
ク
ソ
ン
声
明
以
後
の
ド

ケ
こ
よ
「
て
聖
吹
オ
界
は
六
き
く
振
れ

ソ

ル
ン
ヨ

劃
き
、
不
兒
土
長
引
牝
の
村
札
と
な
り
剖
こ
小

上
企
"
が
~
与
え
る
一
ソ
祥
土
六
く
あ
ろ
。
こ
の
よ

ぐ
貌
光
」
糸
Y
の
買
し
取
り
符
会
会
か
実
加
さ

れ
た
。
ヤ
狗
九
庁
よ
り
冬
卸
区
捌
に
扣
当
老
力

十
座
初
を
買
い
取
り
、
午
後
一
貯
ご
 
1
分
よ
り

祥
開
始
、
買
い
取
1
数
ば
四
ト
,
金
ま

j
 
卜
煕
^
・
.
^
^
山
、
 
r
川
寸
"
ι
1
^
、
γ
打
H
 
山
^

゛
一造

業
署
名
等
を
市
点
的
に
点
検
、
冬
自
群
表

仟
'
入
、
斜
果
を
集
ぢ
後
、
<
尿
件
に
入

る
。
小
ノ
し
で
も
問
糟
鄭
指
抽
さ
れ
る
と
、
そ

の
品
物
を
取
0
上
ナ
一
、
合
否
を
判
定
ナ
る
。

.ノ

.
於
h
^
N
・
^
河
」
^
、
^
^
女
k
.
、
J
、
.
田
パ
士
、
ロ
ノ
丹
ー
ノ

占
^
^
^
^
^
ロ
^
一
^
占
^
^
^
昌
^
.
ム
占
・
、
^

始
;
点
で
あ
っ
た
。
出
,
^
^
は
松
朋
^
工
長
以
下

公
取
委
員
t
十
三
名
特
に
公
取
詣
事
務
所

よ
り
郷
田
総
狢
課
長
外
一
名
の
乢
倫
を
得
た
。

な
お
卜
刀
二
日
(
上
)
 
q
^
t
^
よ
り
当
^
^

-
ー
一
一
一

サ
ロ
ン
に
て
不
倉
晶
の
ー
し
相
談
会
が
開

か
れ
、
松
岡
会
長
、
南
畝
副
会
長
を
扣
談
役
と

し
、
該
当
・
翻
取
吸
築
者
八
名
に
繊
ま
っ
て

左
き
問
題
点
に
つ
卜
ぐ
活
発
な
議
論
の

、Lネ
、
丁
辿
し
事
珀
を
映
書
側
戸
勢
ル
し
く
も
ら

つ
こ
し

.1

.

^
^
^
^
^
^
^
一
・
^
^
ー
ル
^
」

「
職
務
分
析
の
方
法
と
そ
の

役
割
」
講
習
会
開
催

当
所
の
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し

(
火
)
午
後
.
咋
ゞ
.
ト
介
よ

一
、
九
}
一
.
一

＼
ー

ノ
ー

8

奈
良
税
務
署
長
を
囲
ん
で
の

懇
談
会
を
開
催

(

当
所
で
上
去
る
九
刃
二
十
h
H
、
 
q
前
十
時

よ
り
芋
§
長
、
秤
W
署
長
以
下
各
一
砥
H

を
お
招
き
し
一
＼
今
次
の
国
税
刷
機
鼎
改
革

当
諏
の
税
制
問
題
を
中
心
坂
一
鴛
鑒

笘
、

を
開
催
し
た
。
術
、
当
所
よ
り
は
河
<
口
、

斗
り
、

小
山

f

^
^
,
^
、
中
^
哩
^
^
^
^
常
^
^
貯
"
J
1

名
が
出
席
し
た
。
向
、
当
H
は
特
に
愛
耕

(
源
聚
)
、
↑
つ
い
ぐ
純
ヤ
迄
旦
父
換
力
行
な
力

气

f
、

ー
ー
ー
ー
ー
i
 
1
-
ー
ー
ー
キ
ー
ー
,
,
】
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
ー
ー
ー

^
,
,
.
^
^
小
^
.
^
,
^
4
ル
」
^
ー
^
U
^
^
^
、
^
Π
^
^
^

下
J
り
ト
 
b
寸
^
)
.
一
山
,
ト
一
い
ー
レ

L
L
Ⅱ
U
 
、

の

,
ー

で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
指
導
部

j
-
^
枯
卜
嵯
^
を
^
川
こ
^
し
て
・
ル
n
し
た

こ
の
譜
池
ル
よ
^
,
門
^
・
^
m
峅
^
ガ
こ
^
^
ら
の

市
1
者
右
、
ど
の
よ
う
C
指
導
t
る
べ
き
力

を
中
心
に
、

指
導
者
の
会
、
什
事

L
"
任
に
つ
し
ぐ

、

、

%
む
労
俳
の
会
、
什
耶
に
対
ナ

、

ろ
も
の
の
老
え
方
及
ひ
態
度
に
つ
い
て

ニ
、
人
削
関
係
と
密
己
軌
発
ι
つ
い
ぐ

、講
義
さ
れ
、
人
間
性
尊
甲
の
粘
制
の
上
に
蜆
n

第
三
十
九
回
計
算
尺
検
定
試

験
の
施
行

9

衣
料
、
雑
貨
販
売
店
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催

釜
奈
艮
励
こ
お
し
て
、
、
大
耶
是
の
迅
出

つ
」
"
^
^
」
^
^
^
J
^
L
^
^
サ
^
ヌ
.
、
」
土
^
月
t
^
、
^

し
さ
を
加
え
つ
つ
ぁ
り
ま
ー
。
こ
の
様
な
鷺
ル

変
化
こ
、
対
処
t
る
た
め
の
呼
、
.
礼
セ
ミ
ナ
ー
を
ー

打
ヒ
H
 
(
,
人
)
 
q
後
一
呼
ゴ
↓
分
よ
0
、
午
ル
仮

四
侍
三
1
分
ま
一
＼
竺
四
礁
ぐ
嵒
小
洲
一
一
六

学
W
教
援
西
瀏
下
加
氏
を
゛
姉
こ
迎
え
服
催
し

^
、
^
・
^
^
よ
上
L
、
^
^
^
^
叫
^
L
^
"
^
L
^
、
^
こ
^
一

]
^
「
一
一
」
ー
ノ
一
、
^
ー
!
゛
、
ー
い
、
」
^
」
'
 
q
 
、
、
ー

)芯
.
ム
戈
を
お
詔
、
き
}
ニ
＼
切
恐
゛
習
^
工
を
朋
崔

ナ甜
易
グ
Π
÷
い
力
到
^
の
ル
肱
^
を
1
介
川
,
^

し
、
^
廿
■
^
,
ろ
こ
と
〆
^
よ
っ
ぐ
、
^
^
一
^
畷
^
の

,
1
¥
右
、
,
少
ν
が
イ
ろ
J
勺
の
く
あ
る
。
そ
こ
く
上
?
丁

ル
H
^
^
^
^
^
1
ι
^
ー
^
^
上
才
^
^
^
カ
、
、
^
^
り
、

そ
の
秩
卸
、
各
N
の
力
県
d
こ
つ
い
ぐ
"
幾
を

さ
れ
、
最
後
に
会
の
局
と
し
て
、
冬
<
業

は
、
職
務
分
折
J
豆
し
く
考
え
な
し
て
、
会
社

の
呪
状
、
介
罷
力
に
応
じ
た
、
の
を
述
択

し
、
介
"
的
な
城
務
加
成
を
寸
ろ
こ
と
が
心
要

ぐ
あ
る
と
強
謡
さ
れ
た
。
 
m
、
参
Ⅷ
考
ト
ヒ

名
、

第
六
十
五
回
常
議
員
会
の
開
催

官
公
需
確
保
対
策
地
方
振
進

協
議
会
に
出
席

九
月
下

r

^
^
^
ー
」
『
0
^
^
^
^
、
^
、
^
^
^
、
^
ハ

文
化
会
N
号
室
に
於
い
て
、
器
、
繋
励
主

催
の
、
と
に
協
議
会
が
開
か
れ
、
奈
舟
小
下
而

]
、
団
,
不
夕
下
名
力
出
席
、
当
所
よ
り
ょ
木
ぢ

才
寸
う
ル
,
王
巾
し
・
六
(
ν
D
り
ヅ
・
ぞ
剛
^
^

^
、
^
^
一
^
^
こ
戻

姦
者
髪
、

行
、桃

し
た
。
^
夘
て
は

一
二
汲
ご
h
名
、
川
^
一

斤
ヒ
ノ
一
。
^
・
口
U
バ
■
下
一

午
後
一
時
よ
り
当
所

太
る
九
月
一
ー
、
h
 
n

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
兇
^
員
^
工
を
關
催
し
、

当
Π
ば
河
合
、
小
山
両
副
会
顕
、
中
村
導
務
理

事
、
 
r
幣
議
員
外
士
張
員
の
出
席
を
え
た
。

議
件
で
あ
る
近
鉄
百
貨
店
の
儒
新
設
許
可
小

小
^
一
^
^
・
^
る
^
口
山
ソ
^
^
^
ぐ
^
、
^
^
^
一
、
打

9
讓
員
会
W
於
い
一
色
"
を
み
た
聖
河

眼
協
雲
K
於
い
て
審
議
を
"
て
い
た

が
、
九
乃
,
剛
口
瀚
調
W
崎
会
長
よ
り
会
顕

宛
に
示
詰
通
り
蛋
し
て
差
支
え
な
い
も
の

と
田
萪
イ
」
と
の
答
申
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
と

十
き
百
貨
憐
契
一
罷
地
嘉
会
長
宛
K
会

顕
よ
り
答
由
し
た
い
旨
の
桜
告
が
あ
っ
た
。

九
打

1
奈
良
工
券
"
等
学

ぐ
棟
.
'
竺
止
試
験
を
施

いC
C
名
の
内
五
し
名
が
合

汲
な
し
、
二
級
.
名六

級

0
名
h
級
七
名

五
%
)
と
な
っ

八

寸

ム

ー
'

販
路
開
拓
と
売
上
促
進
講
座

開
催

'

中
小
企
業
の
現
況
に
つ
い
て

今
次
の
ド
ル
防
衡
梨
爰
び
円
の
変
"
"
場

制
の
移
行
に
ょ
ろ
本
連
合
会
傘
下
の
中
小
金
示

の
ル
、
リ
没
こ
つ
い
て
ょ
奈
良
、
六
和
・
Π
司
田
冽

市
二
お
け
る
対
米
冷
出
は
、
似
少
で
あ
っ
た
た

め
仙
.
^
f
な
屯
^
感
は
な
い
。

然
し
な
か
ら
肌
年
永
よ
り
の
不
墜
九
え
く

今
次
の
平
貨
不
安
系
気
の
先
き
行
き
不
安
に

よ
●
N
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

従
っ
て
対
米
輸
出
の
あ
る
と
な
い
に
か
か
わ

ら
十
当
地
域
の
中
小
介
業
は

1
円
剛
L
 
製
叶
多
"

②
輸
入
課
微
金
の
撤
倒

を
U
叫
L
-
,
ろ
、
o
 
t
.
大
き
,
、
,
、
ま
た
へ
;
後
の
兒
透

し
こ
つ
し
ぐ
J
ゞ
文
才
玲
小
口
H
ウ
 
k
ひ
Π
.
丁
こ
"
ム

向
し
た
場
<
H
、
当
然
.
■
こ
り
得
る
過
競
印
、
収

益
^
^
^
中
^
^
ル
、
^
の
^
^
叩
リ
^
^
、
^
も
の
と

し
、
浮
,
甑
1
心
界
こ
あ
っ
て
キ
そ
の
前
途

こ
つ
い
く
培
い
も
の
ル
屈
ど
、
札
こ
ド
ル
シ
,

ク
以
泌
に
大
き
な
剛
題
を
か
か
÷
~
ぐ
い
る
だ

ソ十
 
C
そ
の
浮
^
こ
"
、
る
さ
は
な
い
。
ま
た
卞
j

建
礁
木
界
二
お
し
一
、
も
政
均
の
1
質
本
二

に
つ
い
て
は
M
か
U
に
ば
六
<
業
の
み
K
そ
の

火
を
シ
北
ま
り
全
本
リ
小
な
景
叉
乎
U
勿
才
こ
士
な

一
な
い
と
し
、
 
b
上
^
止
^
一
^
の
喬
1
^
^
の
^
.
^

を
切
劃
ヒ
L
く
い
る
。

ま
た
奈
良
の
而
立
老
数
七
、
(
(
(
の
う
お

鯏
釜
業
太
,
<
Π
0
、
,
,
,
北
心
一
木
气
八
:
.
ぐ
あ
り
、

そ
の
也
1
姻
*
永
、

笈

.

、
『、

比
町
か
火
き
く
<
後
ト
ル
シ
,
ツ
ク
が
ど
の
よ

^
y
」
^
゛
^
剰
^
・
一
^
Π
^
、
ー
^
こ
文
し
^
、
^
三
;
み

め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
%
え
な
か
ら
、
部

下
の
指
導
を
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
朋

さ
れ
、
々
。

最
近
の
経
済
器
ん
の
・
変
化
好
処
し
、
激
し

い
娘
死
競
争
を
吸
り
吻
る
た
め
、
以
前
K
、
ま

し
ぐ
販
売
促
迩
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
肖
業
部
員
を
対
象
に
、
咲
ル
帯
を
§

コ
ン
ナ
ル
タ
ン
ト
鈴
木
慎
哉
氏
を
迎
え
て
、

/
J
二
↓
七
日
下
"
1
 
碍
よ
り
ケ
妾
五
時
ま

で
、
当
所
'
ホ
ー
ル
で
明
催
し
た
。
溝
義
内

§
、
讐
の
井
、
器
の
本
質
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
倫
え
、
購
買
心
理
鴛
田
需
者
三

一
名
ば
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
溝
義
を

熱
、
^
こ
感
溝
し
た
。

近
畿
地
区
中
小
企
業
関
係
連

絡
会
議
に
出
席

b
辿
宅
局
1
儒
に
ょ
ろ
こ
の
池
洛
士
、
先

^
^
ド
^
^
^
^
^
^
゛
b
、
^
よ
↓
^
ー
^
^
^
^
一
^
y
L
^

川
ψ
御
^
^
^
こ
,
円
L
^
険
'
1
斤
土
断
し
い
,
^
血
を

む
力
え
ー
」
ノ
・
,
ψ
オ
を
め
く
る
タ
゛
:
,
バ
卿
,
り
,
・
y
士

段
と
き
ひ
し
さ
を
増
し
つ
つ
ぁ
り
、
こ
の
と
き

E
論
ウ
巳
ウ
の
荊
工
会
誘
"
会
、
内

工
入
掘
<
Π
会
、
小
小
<
祭
団
体
小
央
会
よ
り
そ

れ
ξ
れ
参
父
し
、
去
る
九
"
-
 
1
H
大
災
の
中

d
企
三
文
化
会
鮮
ホ
ー
ル
こ
お
い
一
血
雁
,
川
'

痔
凱
^
を
力
、
^
訂
ψ
子
^
^
ら
ビ
出
,
胤
の
,
、
と
^

倉
"
経
決
目
休
傑
俳
之
.
気
し
て
実
状
を
鑁
起

し
た
、
本
述
合
会
よ
 
0
 
次
の
と
力
り
繋
"
し

J-
1、
U

J、
/ー,
0

、ノ

ノ'LJ

ノー'、

レ
1/
七

'■

の

、

れ
J.ー
/、ー
0

C

」

'

ノ〆

.J ^



J
 
、
,
り
.
靜
尋
゛
~
了
妾
・
1
i
レ
心
よ
 
n
 
リ
C
L
 
な
一
(

謡
Ⅱ
N
 
ル
タ
y
ご
小
ざ
れ
,
H
寿
敦
人
よ
七
ミ
ナ
}
上
な

「
た
。小

田
原
商
工
会
議
所
来
所

」
]
男
、
'
」
会
;
川
一
、
よ
紅
1
 
、
"
パ
ー
ー
Y
 
,

^
^
f
^
^
ビ
、
^
"
^
^
一
^
、
^
ナ
^
J
ピ
^
^
^
さ
^
一
、
い

ま
十
っ
、
本
ヨ
ナ
当
所
と
し
う
二
と
二
、
上
る

ト
リ
ヒ
H
、
へ
井
会
外
二
仔
ト
ヒ
氏
美
所

さ
ー
た
、
断
H
1
 
河
介
叉
金
嘉
迎
の
抄

奴
タ
、
弓
院
き
<
、
井
^
今
匁
ツ
'
辞
化
述
へ
ら
れ
、

^
^
.
"
^
^
^
ニ
^
^
^
こ
^
^
、
又
^
^
^
U
^
カ
^
^
よ

判
こ
鞄
切
の
m
交
ん
難
'
1
当
f
の

U

ウ
W
,
艾
人
材
刈
維
コ
ー
ナ
ー
及
び
上

ソ

n
゛
小
レ
の
独
牙
綜
ウ
ー
匙
の
中
D
と
な
り

リ
食
を
引
つ
」
し
く
午
後
よ
り
は
符
光
ハ
ス
ニ
よ

,
゛
初
次
の
、
,
い
J
、
ー
ブ
'
ど
b
由
を
た
f
ね
ら
れ

た
、

小
企
業
者
税
務
対
策
連
絡
会

議
に
出
席

奈
良
税
疹
京
催
に
ょ
る
d
<
業
老
枦
務
対

策
器
会
議
は
小
規
桟
事
業
老
を
刈
象
に
指
導

瓔
係
団
体
§
成
さ
れ
、
.
記
帳
指
導
を
は
じ

^
、
子
、
一
^
呂
、
一
^
^
カ
゛
^
^
、
し
し
^
一
^
れ
^
到
J
^
^

じ
、
事
業
の
繁
宋
と
劇
主
印
1
税
制
度
倫

立
を
博
的
と
し
ぐ
肌
般
き
れ
て
い
る
が
、
宏
る

1
打
上
 
U
■
'
よ
.
条
良
<
■
け
舎
会

新
山
の
.
π
^
^
^
一
^
^
び
^
ー
^

議
室
に

の
逸
め
方
¥
'
つ
い
て
池
終
金
半
開
催
M
々

陽
壷
一
ι
な
し
た
。
村
、
当
所
か
ら
は
小
村
導
務

型
宗
、
和
井
矧
事
X
0
長
、
 
P
"
斤
誓
貝
ガ
出

林
し
六
。

.

お
い

失
業
保
険
相
談
の
実
施

久
半
1
の
加
入
一
"
コ
[
卸
J
 
恰
1

つ
い
て
の
杣
談
工
~
十
る
た
め
、
十
打
ヒ
U
午

後
川
よ
り
円
呼
ま
で
当
川
一
泌
ホ
ー
ル
ニ
咲

、
ノ
小
民
n
柴
女
定
チ
の
係
員
1
よ
る
相
淡
を

、

一

突
施
し
六
向
、
こ
の
村
淡
室
ば
奈
,
長
公
共
厳

二
女
心
所
ど
非
み
も
と
二
何
"
鎗
一
人
曜
H

の
一
町
よ
n
W
ま
で
を
定
仏
Π
と
レ
く
お
り

ま
t
の
ぐ
b
気
,
嘘
二
、
こ
利
州
ド
さ
い
。

は
か
る
た
め
の
標
記
連
絡
会
ば
十
U
十

(
火
)
十
寺
よ
0
学
1
-
ル

於
い
一
上
上
ぞ

奇
奈
良
県
商
工
美
田
主
事
'
商
工
余

導
員
十
名
小
出
席
し
て
開
催
、
当
所
よ
り
吉
田

指
導
員
が
出
席
し
た
。

会
議
の
内
容
ば
商
工
中
金
融
質
戸
か
か
る
恊

同
^
^
口
の
^
^
に
つ
い
て
で
あ
0
、
^
々
^
^

エ
ザ
い
具
体
的
な
方
向
に
つ
い
て
は
次
回
に
持

越
し
た
。
向
当
Π
午
後
一
塒
よ
り
引
き
続
い

て
、
県
下
小
規
模
企
業
の
記
帳
指
導
の
シ
ス
テ

ム
化
笘
を
は
力
る
た
め
の
W
記
^
絡
^
ニ
^
力
惜

縊
さ
れ
松
者
側
(
奈
良
貞
備
工
課
)
よ
0
小

松
主
枇
、
火
田
主
事
、
県
,
会
の
鴛
捕
導

員
十
一
名
当
折
よ
り
古
田
指
導
員
か
川
・
舶
し

だ
。会

勢
内
容
は
悦
務
署
よ
り
聖
望
の
あ
る
擶

晋
.
元
化
に
つ
い
て
個
々
の
税
務
署
管
内
調

1
会
よ
0
実
情
等
鴫
ち
り
、
意
見
の
系
を,

市
と
の
連
絡
協
議
会
の
開
催

当
所
と
奈
良
市
徳
光
商
工
課
と
の
鴛
協
議

会
ば
、
 
1
Π
1
三
H
午
前
十
噛
よ
り
当
所
永

ル
譯
於
て
、
市
よ
り
桐
太
課
長
、
出
口
係
長
、

当
所
よ
り
中
村
町
務
仰
事
、
和
井
田
局
長
、
木

.
一
尺
中
村
、
'
ガ
出
,
席
し
て
開
催
、
当
面
の
事

業
に
つ
い
く
の
佶
奨
入
換
な
ら
ひ
二
打
A
せ
を

行
な
っ
た
'

●
●
.
●
.
●
:
.
◆
◆
;
、
'
●
;
、
:
.
、
●
:
■
●
.
"
.
■
●
.
冒
.
■
●
●
.
■
.
●
一
一
■
●
゛
.
◆
闇
■

長
他
十
九
名
が
出
席
。

我
m
の
冬
游
畷
岐
に
六
き
な
転
喪
捌
を
迎

え
、
ま
た
化
々
金
木
に
お
い
て
、
若
年
労
動
力

倫
給
迦
迫
と
こ
れ
に
伴
う
賃
金
倫
騰
、
企

吐
1
目
g
・
J
の
"
●
ヒ
リ
司
^
こ
寸
」
ノ
ー
4
才
ン
一
^
り
ま

<
、
・
.
U
」
J
^
ヤ
^
し
^
^
"
^
、
^
、
^
^
^
^
^
 
0
、

戦

後
妓
大
の
誠
莢
一
迫
面
し
く
い
る
と
云
っ
て
も

過
亘
ば
な
い
と
思
わ
れ
ま
ナ
。
'
の
よ
う
な

"
分
の
b
で
巾
小
企
業
か
t
ゐ
び
成
長
誕

を
遂
け
る
に
釜
確
な
る
吹
誉
方
針
の
樹
轟

用
が
最
も
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
寸
の
で
、

ノ
ー
厄
卦
,
y
止
と
"
<
佐
の
も
と
C
'
,
上
釧
侮
篝
,
坐

を
t
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
し
た
。

向
、
参
加
老
は
三
十
五
名
で
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
第
五
回
経

営
指
導
員
連
絡
会
議
に
出
席

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
開
催

行
っ
た
。

^
ろ
十
月
十
一
一
Π
、
当
'
乙
、
お
し
ぐ
呼
、
.
^
レ
が

事
会
を
明
催
、
本
年
度
の
業
炎
出
し
二
つ

い
詞
々
恊
礒
9
県
、
新
会
松
竹
"
十
"
鼎

待
を
中
心
C
来
る
卜
丁
乃
一
日
よ
り
全
市
二
弁

二
実
施
1
る
こ
と
二
な
っ
た
.
向
、
当
H
は
k

村
、
増
円
、
荒
木
御
部
会
長
の
他
岼
事
多
孕
小

出
席
し
た
。

県
卜
小
蝿
候
人
渠
金
触
の
層
の
円
滑
化
を

,

建
設
部
会
開
催

(

一
連
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ウ
ニ
対
t
る
景
気
刺
激

策
と
し
ぐ
政
府
斥
お
い
て
は
、
大
幅
な
財
政
投

^
^
^
^
佃
し
^
、
い
^
り
、
^
^
^
^
^
^
心
^

二
士
木
雄
築
等
の
公
共
獅
業
佳
つ
い
ぐ
は
迫

按
、
間
按
N
一
慾
が
あ
る
も
の
と
思
力
れ
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
今
後
の
公
共
事
業
計
画
等
を

中
心
に
奈
良
県
出
納
長
紀
埜
孝
典
氏
を
ゲ
ス
ト

二
お
招
き
し
ぐ
、
去
る
十
打
ト
ニ
臼
牛
後
=

'

(

田
中
通
産
大
臣
と
の
懇
談
会

に
大
森
会
頭
が
出
席

寸イ

(
个
)
 
4
奮
理

十
祈
"

(
列
)
工
瑳
呈

寸
^
f
 
^
寸
^
ロ
^
^
N
圧

ー
ハ
Π
(
不
)
予
防
保
全
、
長
川
計

川
と
原
価
符
邦

ガ
一
H
 
(
火
)
安
舎
血
、
運
鑁
管

四

八
日
(
日
)
当
力
化
問
題
、
新
し

い
生
髪
呈
に
つ
い
て

(
金
)
伊
膿
工
機
味
、
象
印

一

マ
ホ
ー
ビ
ン
総
、
丁
塲

見
字
実
習

批
当
四
帥
、
ゾ
P
1
屯
、
↓
ノ
、
子
ω
"
π
ノ
 
N
U
L

、
 
f
 
、

川
升

難
サ
、

1
 
J
 
、

、
^
^
^
タ
ン
ト
^
^

ー
ル
/
ム

n
A

門
門
ノ
d
川
イ
.
一
,
[
、
d
谷
た
の
久
巳
八
ι

よ
0
^
?
^
な
小
゛
¥
、
^
力
な
下
れ
,
一
せ

去
る
↓
州
卜
一
 
U
、
六
阪
商
工
会
議
所
国
際

会
雫
ー
ル
に
於
て
田
中
語
輩
六
臣
と
の

懇
壁
か
隠
倍
さ
れ
、
ー
よ
り
大
冬
、
噸
が

列
席
さ
れ
だ
。

円
中
辿
希
は
、
ア
X
り
カ
の
認
護
策

に
端
を
発
し
た
当
面
寸
る
暖
課
題
に
つ
い
ぐ

の
^
^
^
明
と
^
^
を
明
ら
、
^
に
し
、
引
^
^
き

懇
診
入
り
「
固
定
梢
談
制
へ
の
移
行
」
「
小

小
<
二
設
策
」
-
ー
つ
い
て
下
%
な
~
貫
の
交

換
が
お
っ
た
。

品
物
か
売
ら
れ
る
た
ひ
に
、
そ
の
段
井
く
つ

け
加
え
ら
れ
た
村
加
価
値
に
対
し
て
課
税
す
る

里
税
の
こ
と
ξ
、
Π
禽
工
会
所
は
、
税

制
委
員
会
ぐ
付
加
価
値
税
を
検
討
し
た
靴
果
、

お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
介
の
結
杲
を
も
と
に
ま

と
め
た
,
、
雌
従
税
と
し
て
の
付
加
価
値
税

^
^
い
て
、
の
^
^
m
^
内
を
、
^
御
^
^
^
こ
^

出
し
た
。

叔
告
券
内
容
は
つ
き
の
と
お
り
く
、
検
司

や
"
ニ
リ
心
か
ら
え
ら
れ
た
お
、
な
闇
題
点

を
指
抽
し
ぐ
い
る
'

X
 
X
 
X

ノ
岱
ヂ
の
,
拶
か
ら
み
て
、
村
加
伽
轆
乢

、

は
つ
き
の
よ
う
な
側
悲
点
む
抱
え
て
い
る
の

<
、
同
税
の
検
■
二
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う

な
点
の
実
愈
把
掘
を
1
分
こ
.
丁
な
っ
た
う
え
く

U
喫
噴
C
対
処
さ
れ
た
い
。

(
一
)
ゞ
黒
の
或
和
関
係
、
取
引
者
問
の
力
関

優
之
よ
っ
て
は
、
必
十
し
、
全
面
転
嫁
か
く

き
る
と
ゞ
y
え
ら
れ
な
い
。

"
に
物
い
立
券
中
小
人
条
に
お
い
て
キ

こ
の
'
?
な
叫
^
^
^
^
い
、

(
二
)
全
面
転
誓
よ
り
販
売
価
林
繞
額
が

上
栗
せ
さ
れ
る
ー
ば
、
企
業
の
光
上
面
へ
相

当
大
き
き
侮
か
現
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
)
税
匁
分
た
汁
總
契
お
戈
出
か
塔
加
十

る
、
ー
ニ
な
れ
ば
、
そ
れ
が
賃
金
引
き
上
げ
を

^
ル
マ
^
,
)
、
^
^
^
^
^
^
^
^
^
小
β
ー
イ
、
^
^
^
^
こ

拍
^
ぜ
力
十
る
こ
と
'
な
ろ
う
、

▲

値
税

ミ
ニ
佶
報

企
業
サ
イ
ド
か
ら
み
た
問
題
点

変
動
相
場
制
の

観
光
界
へ
の
影
響

観
光
関
壁
望
ば
、
変
下
耕
場
制
移
行

力
ら
く
る
上
辻
・
女
,
ト
た
'
河
土
」
ノ
な
、
山
、

昇
倉
熱
に
敏
感
な
だ
け
に
、
そ
こ
か
ら
く
る

不
況
感
が
顧
客
減
少
と
し
う
形
で
表
面
化

し
て
い
る
、

(
航
空
業
界
)
 
n
呈
谷
か
く
き
る
か
、

墾
<
の
伸
び
悩
み
が
で
下
き
お
り
、
岡
際

線
、
田
内
線
と
も
こ
減
少
し
ぐ
い
る
。
と

の
た
他
、
航
空
二
礼
は
、
岳
汁
.
W

修
正
、
設
備
投
質
の
縮
小
ノ
を
検
村
し
姶
め

た
。
運
賃
値
上
け
も
検
け
さ
れ
て
い
る
。

(
ホ
テ
ル
業
界
)
外
貨
交
換
二
は
多
少
と

ま
ど
っ
て
い
る
が
、
直
接
の
被
害
は
少
な

し
小
し
、
為
1
-
ト
不
安
定
に
ょ

、
 
C

し)
、
来
午
以
降
の
予
約
か
な
か
な
か
ま
と

ま
ら
な
い
。
前
渡
金
の
引
き
取
り
か
で
き

な
い
と
い
う
膨
軽
か
で
て
い
る
。
ア
メ
リ

力
の
不
景
気
二
よ
る
外
人
観
光
客
の
減
少

を
心
配
し
て
い
る
。

(
旅
行
あ
っ
旋
業
界
)
昇
今
佐
退
か
ら
く

る
不
況
感
二
対
し
て
、
挨
行
あ
っ
涜
七
汁

で
な
く
、
多
抽
涯
,
中
を
は
か
り
、

n
北

^
ら
の
^
^
を
は
^
ろ
^
き
ガ
ぐ
て
い

る
、

、
・
(

气

昭
和
四
十
六
年
度
中
小
企
業

経
営
管
理
者
研
修
会
開
催

、

■
●
一
冒

1
月
ー
ハ
;
(
ガ

(
倒
)
現
丸
に
く
ら
へ
ぐ
<
業
の
納
税
亭
務
な

ら
ひ
擇
関
係
事
務
は
、
側
当
増
大
t
る
と
見
込

ま
れ
る
が
、
労
切
不
足
の
お
り
か
ら
、
そ
れ

二
と
も
な
う
人
員
増
創
に
必
ず
し
も
容
易
で
は

ナ
し(

三
)
付
創
何
"
N
の
納
税
時
期
の
定
め
乃
に

も
よ
る
ガ
、
買
掛
則
問
と
売
掛
川
間
の
ギ
十
ノ

ー
よ
っ
て
、
一
時
的
§
金
の
y
替
え
払

い
を
せ
さ
る
を
え
な
い
介
業
が
多
い
と
田
^
わ
れ

ろ
。
そ
の
幣
八
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
と
っ
て

ば
、
税
釡
の
立
て
皙
え
寳
金
の
四
辻
と
い
う
新

た
な
燭
題
力
小
一
j
る
こ
と
こ
な
る
、

?
◇
力
か
国
は
欧
州
諸
回
の
よ
・
フ
な

般
泊

^
^
の
^
^
^
^
^
^
^
し
く
、
^
引
^
^
^
ノ
岫
^

雑
多
岐
に
わ
た
る
う
え
に
、
り
べ
ー
ト
、
返

品
、
委
託
、
太
決
り
伝
栗
な
と
特
殊
な
取
引
慣

^
^
^
^
^
る
の
^
＼
付
^
仙
^
^
^
^
^
リ
^

に
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

ニ
、
付
加
価
値
税
の
目
的
。
そ
の
税
収
の
使

途
、
他
の
税
目
と
の
関
係
(
た
と
え
ば
個
別
消

費
税
を
と
ぅ
t
る
か
等
)
お
よ
ひ
、
そ
の
具
体

的
実
施
方
肇
丁
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
^
り
、
^
^
^
^
^
^
^
^
る
^
^
^
、
^
^

や
理
鮓
は
児
在
の
寺
1
よ
十
分
と
ま
い
え
な

今
後
、
郭
税
制
調
1
は
こ
れ
ら
の
点

、
0

しを
明
ら
か
二
し
ぐ
し
く
と
と
,
と
0
二
、
負
扣
の
公

釆
.
J
税
制
全
般
の
問
題
と
の
関
連
を
考
感
し
つ

?
'
一
七
女
ろ
へ
き
で
お
ろ
。

削
崎
、

十
.
阿

(

1-

/
[ L、

^^
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一

武
÷
;
、

.
、

▲

熟
、

÷

十
゛
 
y
 
並

一
,
ノ
畢
一
'
〒
一
、
~

力
た
く
し
二
勺
え
ら
れ
た
課
題
は
「
堺
代
の
北
も
の
気

質
'
一
上
し
,
?
、
勺
の
く
あ
「
た
、
 
L
力
、
し
、
 
1
条
リ
げ
こ
現
代

の
二
も
の
を
●
ろ
こ
上
ば
不
可
牝
北
に
近
い
。
な
ぜ
な
ら
、

片
,
0
の
と
ば
、
い
つ
の
畍
代
で
、
お
と
な
た
切
の
コ
ン
ト

ロ
ー
i
 
ル
の
^
ι
L
ひ
.
゛
お
と
な
た
ら
ケ
・
゛
乃
う
レ
.
-
j
ろ
.

.
戸
、
~
疑
Ⅲ
を
勺
」
き
、
し
゛
工
し
太
そ
、
れ
を
殴
喪
し
よ
う
と
,
^
づ

る
、
勺
の
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
1
Π
代
エ
ジ
フ
ト
の
遺
跡
佳

、
^
^
^
、
ん
ち
^
、
^
1
H
^
^
、
^
の
い
、
つ
こ
と
を
き
^

こ
の
こ
と
を
,
J
え
る
と
火
地
ガ
崩
れ
ぐ
い
く

な
い
。

一

X'卓、'

デ

よ
う
な
気
持
二
な
る
」
と
.
心
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る

き
か
え
て
み
て
も
、
そ
れ
緑
ど
の
述
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

妙
K
従
鵬
な
"
右
も
の
が
い
た
ら
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
問

麺
な
の
く
る
る
、
ま
た
、
子
似
た
ち
か
い
う
こ
と
を
き
か

な
い
と
い
っ
く
映
き
、
途
・
万
二
く
れ
く
し
る
親
が
あ
れ

比
、
そ
れ
ば
、
そ
の
子
供
た
お
に
闇
題
が
あ
る
以
上
托
、

そ
の
親
H
闇
踵
が
あ
ろ
と
y
ノ
え
く
/
0
、
ま
十
剖
述
い
よ
な

か
ら
し
く
、
「
現
代
の
や
ゞ
の
気
質
」
と
題
し
て

、
L

一

L'
一
れ
ぐ
い
る
夕
y
く
の
一
と
ガ
ら
は
、
そ
れ
を
癌
ろ
人
ヤ

逸
見
武
光

卓
古
ハ
入
¥
^
W
^
妥

の
親
六
ち
・
、
■
か
れ
ら
二
つ
い
ぐ
岡
L
二
と
を
得
っ
た
で
お

、
り
う
し
、
繊
<
父
た
、
、
ま
た
岡
様
の
つ
ぶ
や
き
を
・
＼
り
返

し
ぐ
い
た
イ
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

現
代
と
こ
の
国

し
か
し
、
そ
の
反
心
で
、
た
し
か
に
堺
代
の
C
の
国
の

若
、
の
た
も
に
は
、
こ
の
囲
の
お
上
な
梓
と
っ
て
郡
解
し

蛾
い
幾
つ
か
の
特
微
を
み
出
t
 
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ

で
、
姦
菱
咽
雁
に
t
る
た
め
に
、
現
代
の
と
、
こ
の
国

の
と
い
う
t
つ
の
条
件
を
分
け
て
ぢ
ぇ
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
現
代
と
鞭
史
杓
な
限
定
で
あ
0
、
、
し
の
圃
と
は
空

嗣
約
な
限
定
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ
こ
ろ
ん
、
情
報
網

か
飛
躍
杓
擇
発
辻
し
た
呪
代
擇
お
い
て
は
空
制
的
差
與
は

以
前
に
比
べ
か
な
り
縮
小
さ
れ
ぐ
は
い
ろ
。
し
か
し
、
<
、

U
に
お
い
て
も
そ
れ
"
張
視
t
る
こ
と
が
で
き
な
い
二
と

^
^
^
、
?
ま
で
・
、
^
^
。

と
こ
一
り
一
L
、
こ
の
一
し
一
と
し
、
?
^
.
[
H
打
生
よ
、
た
J
こ
こ
^
-
L
珂

ぐ
あ
る
力
け
で
は
な
く
、
こ
の
則
譯
特
有
の
風
士
、
伝

焚
艷
火
を
内
勺
↑
し
た
場
で
あ
る
。
し
た
か
っ
く
、
災
な

'

*
,
子
ノ
下
ノ

力
が
矧
の
現
代
と
野
え
く
い
る
。
そ
れ
は
、
い
力
ゆ
る
戦

後
状
況
力
終
っ
て
糸
業
礼
会
化
路
線
力
W
一
廻
ξ
呼
り
は
じ

め
た
頃
か
ら
に
あ
た
る
。
米
の
ヤ
ミ
仙
が
配
仏
福
よ
り
下

が
り
、
上
小
余
二
わ
た
っ
く
さ
ら
さ
れ
て
き
た
飢
餓
の
恐

怖
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
と
実
感
し
え
た
の
が
一
九

五
.
ん
午
で
あ
っ
た
。
こ
の
午
、
深
夜
喫
茶
な
る
も
の
が
生

ま
れ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
を
気
ど
る
"
村
、
の
、
憩
い
の
場
を
"

た
な
い
恋
人
た
松
、
そ
れ
に
チ
ン
ヒ
ラ
や
く
ざ
な
と
か
、

う
ナ
暗
い
店
で
そ
れ
そ
れ
二
た
む
乃
t
る
傑
が
み
ら
れ
は

じ
め
た
。
し
か
し
、
ボ
ヘ
ミ
ブ
ン
と
貧
し
い
恋
人
た
・
ち
と

伝
統
的
な
非
行
小
ノ
午
の
流
れ
を
く
む
チ
ン
ビ
ラ
た
ち
が
互

に
于
J
孫
る
挿
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
卜
余
圷
J
飯
し
た

の
で
・
る
る
。
わ
が
則
N
お
け
る
斯
し
い
ポ
ヘ
ミ
ア
ン
は
裡

ん
L
ハ
午
、
太
や
崖
な
る
岼
称
で
さ
っ
そ
う
と
容
・
場
し
て
き

た
か
、
こ
れ
が
b
か
里
中
援
上
の
礼
会
俗
の
h
も

の
力
公
硬
上
、
孔
W
'
こ
カ
ラ
リ
と
し
大
岻
乳
L
で

(
カ
ッ
フ
艮
く
)
古
い
獣
,
,
〕
゛
翫
と
は
し
た
岐
初
た
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
の
^
、
^
^
匙
の
雫
^
.
心
^
^
エ
^
^
、
^
砺
^
K

進
一
ん
だ
が
、
そ
の
反
血
で
、
地
域
林
差
が
筈
し
く
な
り
、

地
力
か
ら
災
工
へ
の
家
出
人
の
激
増
を
み
た
。
彼
ら
■
、

の
た
ち
に
、
後
三
九
七
0
午
に
入
二
上
牙
,
雲
的

集
り
ど
も
思
え
る
ほ
ど
の
昂
ま
り
を
み
せ
て
い
る
ロ
ン
ク

化
染
を
t
で
に
愛
好
し
ば
じ
め
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
か
ら
ロ
カ
ビ
リ
}
に
か
け
て
の
゛
旋
風
'
と
呼
ぼ
れ
た

硫
行
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
儿
丘
八
午
に
準
葬
防
止
態
が

施
行
さ
れ
て
、
若
も
の
文
化
を
さ
ら
に
変
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
 
C
の
頃
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
傍
楳
一
人
に
乘
り

ま
力
t
カ
ミ
ナ
リ
芋
呉
傷
し
た
。
九
人
C
年
の
安
保

阻
止
紀
破
れ
て
挫
折
の
時
代
に
入
る
上
、
他
万
で
、
 
T

V
、
心
話
、
釜
機
関
、
週
岡
発
ど
倫
報
産
業
の
急

速
な
る
発
辻
と
あ
い
ま
っ
て
太
平
ム
ー
ド
に
お
お
わ
れ
た

つ
た
風
1
、
伝
紕
、
川
史
を
打
ナ
ろ
他
の
山
、
つ
ま
り
他

の
文
化
と
比
墜
J
ろ
・
二
と
二
よ
二
＼
こ
の
文
化
の
場
を

ぢ
ぇ
な
く
ぐ
は
な
う
な
い
。
外
田
で
の
化
活
を
数
力
打
し

C
み
れ
よ
、
Π
イ
人
の
感
じ
ガ
と
タ
ノ
え
ガ
は
他
の
U
の
人

々
と
十
い
ぶ
ん
異
な
る
、
の
で
お
ろ
こ
と
に
t
ぐ
気
が
つ

く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
述
っ
て
い
る
か

は
、
い
ま
こ
こ
で
く
だ
く
だ
,
し
く
記
さ
な
く
く
も
キ
く
の

人
々
が
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
た
ガ
、
そ
れ
ら
の
述

い
を
一
面
的
な
価
値
規
範
に
照
ら
し
工
曾
れ
る
き
ら
い

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
余
り
役
に
立
た
な
い
。
風
上
や
伝
統

や
そ
れ
発
、
つ
く
乍
活
の
道
を
一
而
的
な
価
伯
堤
範
で
切

つ
て
捨
て
る
よ
う
な
試
み
ば
余
り
,
愆
味
を
持
な
え
な
い
、

の
で
あ
ろ
・
フ
。

3]

ノ

は
.
膳

午
鑑
別
所
ナ
'
仟

▲
1

-
ー
、
.
ー
、

五
τ
中
、
法
務
技
官
と
な
り
、
小
ノ
午
浣
、
小

ー
が

火
学
助
最
授
経

、
、
ノ
ノ
^
"
桜
一
^
」
^
十
^
^
学
・
リ

▲昭
Π
元
好
を
迎
え
る
こ
と
て
な
る
。
こ
と
こ
、
L
ハ
0
午
代

9
1
こ
、
,
わ
が
ル
の
農
業
人
ロ
キ
ー
業
人
口
を
ド
ま
,
わ

る
に
い
た
り
、
逐
に
工
業
国
へ
と
悦
慢
し
た
こ
と
は
、
、
右

も
の
文
化
を
苫
し
く
変
え
る
に
い
た
っ
た
。
六
0
半
代
に

お
け
る
t
さ
ま
じ
い
ま
で
の
蕪
耒
礼
会
化
に
つ
い
て
ば
、

こ
こ
で
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

現
代
の
若
も
の
像
の
推
移

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
与
え
ら
れ
た
課
題
忙
も
ど
っ
ぐ
、
現

代
に
つ
い
て
老
え
て
み
ょ
う
。
い
つ
か
ら
を
現
代
と
ン
ぐ

把
え
る
か
は
そ
れ
と
し
て
燈
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
が
、

若
も
の
の
脱
産
業
化

21

f
、

^
、
日
の
^
^
^
の
^
も
の
た
も
^
^
い
て
、
一
.
三
で
^

へ
る
な
ら
ぱ
「
一
九
五
万
午
以
降
、
お
と
な
た
、
ち
か
、
し

t
む
こ
ひ
た
走
っ
た
烹
心
化
野
誉
対
t
る
反
撥
の
世

代
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
飢
え
を
知
ら
な
い
希
も

の
た
ち
は
物
質
的
価
値
に
純
感
で
あ
る
。
つ
ま
0
、
物
質

的
価
値
を
け
画
的
N
求
め
る
、
Σ
を
し
な
い
反
血
で
、
そ

の
求
め
方
に
お
い
ぐ
、
か
つ
て
は
フ
ェ
ア
ー
で
な
い
と
さ

れ
た
行
動
を
、
ち
ゅ
う
も
上
せ
一
ゞ
に
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
物
竹
W
価
値
に
鈍
感
N
な
っ
た
反
動
と
し
一
＼
礼
会

的
評
価
に
は
鋭
敏
で
あ
る
。
物
質
的
価
値
に
鈍
感
縄
な
っ

て
い
る
か
ら
、
礼
会
的
諄
価
に
関
t
る
続
凖
が
明
確
で
な

<
、
お
と
な
た
ち
の
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
差
別
、
た
、

.
刷
見
だ
と
悠
姦
渚
を
む
き
出
し
÷
一
,
る
。

鷲
采
化
路
線
が
必
ナ
し
、
人
々
の
侘
十
福
を
保
証
し
な
し

と
み
き
わ
め
た
"
右
も
の
た
ち
は
、
も
は
や
勤
勉
,
1
成
功
な

ど
と
い
う
ブ
ロ
バ
ガ
ン
グ
を
信
用
し
な
い
。
四
角
倒
面
な

生
き
・
万
な
ど
く
そ
く
ら
え
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
頑

丈
そ
う
な
も
の
、
六
き
な
も
の
に
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
れ

反
撥
寸
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
問
題

叉

等
々
、
語
る
ぺ
き
こ
と
は
多
い
が
紙
数
が
つ
き
た
の
で
こ

の
^
り
で
へ
ン
を
止
め
る
。
た
、
た
ひ
と
つ
^
、
"
^
え
三
゛

き
た
い
こ
と
は
、
先
難
喋
心
礼
会
の
側
か
ら
野
え
る
上
、

礼
会
の
解
体
は
大
学
か
ら
ば
し
ま
っ
て
、
そ
の
次
に
深
刻

な
状
況
戸
お
松
い
る
の
は
下
級
公
務
員
、
瞥
衣
貰
磊
氏

^
、
」
^
^
艸
^
^
^
な
ど
、
^
堆
ル
^
の
発
裂
の
囚
^
山
^
ぱ
ト
^
も
^

は
受
け
な
い
人
々
の
集
団
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
解
休
の
ひ
き
が
ね
の
ひ
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
々

を
負
け
犬
の
状
迦
~
追
い
こ
ん
た
と
き
て
あ
る
、
上
予
想

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
ガ
し
、
二
れ
場
の
人
々
が
隊
骨

な
攻
竺
↑
出
る
か
ど
ぅ
か
は
粘
袖
科
居
で
あ
ろ
わ
た
く
し

に
は
判
ら
な
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
少
な
く
と
も
、
状
況

に
対
t
る
抑
う
つ
1
無
力
反
応
ミ
し
た
脱
落
者
か
扣
つ

ぐ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。

f

1

」
輩
社
会
化
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
父
糧
の
没
落
、

教
育
期
開
の
延
長
、
人
口
流
他
よ
る
若
も
の
の
流
民
化

筆
者

歴

略

一
五
中
'
添
で
生
ま
れ
る
。

儿

L
 
L
 
L

一
ノ
 
P
J

古
^
都
^
^
^
¥
^
^
^
^
,
^
^
、
^
、
^
ル
^
、
、
、
ロ
^

、
司
大
学
雁
駈
精
袖
医
N
支
室
で
粘
舛
医
¥
を
噂

/
r

代
の
若
も
の
に
つ
い
て

の
.
二
繋
を
現
代
の
と

学
を
担
当
。

メ
一
午
1
人
三
午
、
カ
リ
フ
声
ル
ニ
ア
升
峡
付

へ
留
学
、
矯
正
粘
袖
懸
ナ
の
如
溌
を
行
な
う
。
＼ノ

六
年
1
,
一
ハ
七
ル
斗
、
カ
ン
サ
ス
升
・
 
X
 
ニ
ン
ガ
ー
粕

神
医
学
研
究
所
へ
詔
学
、
法
粘
神
医
学
と
社
会
稲

神
医
学
の
研
究
を
行
な
う
。

京
ノ
而
題
垂
物
乱
用
問
題
の
研
究
岩
と
し

て
外
国
政
府
の
招
待
を
妥
け
る
こ
と
が
多
い
。

の
親
た
あ
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へ
相
続
と
は
し

人
か
死
亡
す
る
と
、
そ
の
人
が
"
つ
て
い
た

則
・
烈
や
M
刃
義
務
を
心
机
人
ヅ
弓
き
'
き
ま

-
 
Cゴ
こ
れ
む
相
紗
と
し
し
ま
す
相
紗
は
死
亡

し
た
人
が
持
二
゛
左
,
べ
て
の
も
の
を
引
き

忽
き
ま
、
^
力
<
^
^
J
^
^
ハ
昭
^
寸
^
^
^
^
よ

う
こ
弓
、
ー
ケ
れ
な
L
y
0
の
、
あ
り
上
二
,
。

扣
続
人
は
、

ふ
?
?
死
亡
し
た
人
の
配
偶
者

と
子
ぐ
、
丁
。
子
が
い
な
い
と
き
は
、
配
偶
岩
と

噂
、
属
(
両
拶
)
、
子
も
暁
系
専
以
も
い
な

と
き
は
、
記
偶
岩
と
兄
蛸
姑
妹
が
H
ル
枇
人
と

、し驫
り
主
.
丁
ま
六
Π
4
和
肝
弥
円
こ
子
>
死
亡

し
ぐ
し
た
ψ
粉
が
い
る
と
き
に
、
孫
は
子
と
同
じ

'
、
!
二
L
 
L
ル
リ
人
と
な
り
ま
t
。

^
糸
の
^
刀
ナ
カ
た
ミ
、
村
^
^
の
田
て
白
上

戸
き
め
て
ょ
い
こ
と
に
な
っ
ぐ
い
ま
十
が
、
民

は
で
に
、
法
定
.
心
制
%
と
し
一
>
伏
の
よ
う
な
引

合
を
走
め
て
い
ま
ナ
。

、L

田
棚
靴
人
が
「
偸
岩
と
子
の
場
介

配
偶
者
三
分
の
;
子
二
分
の

^
"
紗
ノ
P
配
化
岩
と
心
系
N
寸
沙
の
場
^
Π

況
黛
三
分
の
ズ
醜
系
尊
一
分
の
一

倒
N
紕
人
が
配
偶
岩
と
H
4
光
姑
妹
の
牙
介

配
坐
勺
.
二
分
の
、
、
兄
錦
姉
妹
三
分
の

な
お
、
同
順
位
の
人
女
人
い
る
と
き
ょ
、

一
器
の
契
口
を
さ
ら
に
均
切
こ
分
け
る
こ
と
こ

な
っ
ぐ
い
・
系
、
,
。

〔
相
続
税
の
計
算
L

'
加
ミ
嶺
(
巡
巨
よ
る
鵬
勺
)
こ
よ
っ

て
Ⅱ
革
を
R
旦
L
^
と
き
÷
エ
、

力
り
ま
1
 
相
H
1
の
研
竹
力
に
,
が
の
よ
う
に
丁

「
ト
 
f

な
い
ま
t
。

■
遺
産
総
類
か
ら
基
建
控
除
纐
と
造
産
に
か
か

る
鴨
者
控
甑
を
差
し
引
い
て
、
器
さ
れ

る
選
張
嶺
訴
算
し
ま
t
。

誌
控
除
鞁
は
、
四
0
0
万
円
と
八
0
万
円

に
H
続
人
豊
を
か
け
た
金
智
す
。

一
巌
に
か
か
る
配
偶
署
控
除
類
は
、
相
続
人

の
な
か
に
、
篇
統
人
(
死
亡
し
た
人
)
と
の

婚
姻
期
劉
が
-
0
年
を
こ
え
る
配
偶
岩
が
あ
る

響
に
妥
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
控
除
程
、

嬬
姻
刈
舟
の
う
ち
一
 
C
圷
を
こ
え
る
匂
分
の
圷

「
.
解
説
」

た
"
続
税
の
総
纐
を
実
際
に
取
得
し
た
巡
産
顯

に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た
も
の
で
t
が
、
配
偶
岩

や
木
成
年
き
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
税
額
の
控

除
が
あ
り
ま
t
。

再
但
者
の
利
鞠
控
畍
額
は
被
相
紗
ノ
の
遺

産
仰
甑
 
C
L
の
劾
か
三
、
 
0
0
0
万
円
を
こ

之
る
と
き
は
三
、
 
0
0
0
万
円
と
し
ま
t
)

を
名
網
続
人
松
定
網
続
分
捻
じ
て
取
得
し

た
、
の
と
し
て
誹
算
し
た
場
合
に
、
そ
の
配
偶

者
に
つ
い
五
出
さ
れ
る
親
額
に
あ
た
る
金

相
続
と
税
金

数
こ
川
C
力
円
を
力
十
参
ー
ナ
が
川
0
0

^
ー
^
^
^
、
^
^
、
^
L
一
一
q

0

し
た
が
乃
て
、
遺
産
総
,
祭
、
基
悦
控
除
額

と
遺
産
に
力
力
る
配
偶
者
控
斡
る
合
瓢
額
を

下
回
る
と
き
に
、
絹
紕
税
は
力
か
り
・
長
せ
ん
。

⇔
●
で
誹
罪
し
為
篇
さ
れ
る
遮
康
一
額
を
、

各
斜
紕
人
力
砧
定
側
靴
分
に
応
し
て
取
得
し
九

,
、
の
七
^
上
八
^
し
た
甥
^
川
の
^
J
^
を
^
鈎
し
ま

・
^
。
こ
の
^
"
禎
こ
そ
^
そ
れ
劃
半
券
を
^
^
て
^

纐
を
竹
介
出
し
、
そ
の
人
必
を
介
川
し
ま
す
。
こ

ー
つ
!
^
^
^
」
^
,
リ
^
^
^
ゞ
^
q
0

国
冬
杣
駒
人
力
納
め
る
税
毎
に
、
国
で
「
券
し

⇔
相
紕
人
璽
け
取
っ
た
小
命
似
険
金
の
う

ち
、
原
則
と
し
て
相
続
人
ビ
と
K
そ
れ
そ
れ
一

五
0
万
円
ま
で
の
金
額
、

働
相
続
人
が
妥
け
取
っ
た
退
職
手
当
金
な
ど
の

う
ち
、
原
則
と
し
て
樹
紕
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

八
0
万
円
ま
で
の
金
額

四
相
続
や
遺
贈
に
ょ
っ
て
取
得
し
た
財
牢
ぜ
、

相
続
税
の
市
告
期
限
ま
で
に
、
国
や
地
方
公
共

団
休
ま
た
は
特
定
の
公
益
法
人
に
寄
付
し
た
場

合
、
そ
の
祥
し
た
則
・
歴

な
お
、
遺
族
が
受
け
る
千
介
典
は
、
税
金
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

(
相
続
税
の
申
止
巳

遺
張
一
祭
鞭
控
畍
類
と
進
詮
力
力
る

配
偶
岩
控
除
額
と
の
<
剖
額
よ
0
多
い
と
き
に

柏
続
税
の
中
告
を
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
、

小
告
則
闇
は
、
死
亡
し
た
日
の
秘
H
か
ら
計

鍔
し
て
六
か
刀
以
内
と
な
っ
て
い
ま
t
。
小
告

^
一
門
^
^
^
^
^
、
^
^
、
^
^
^
^
^
^
J
^
.
^
^
^

マ
る
税
務
竺
す
。

〔
相
続
税
の
納
付
L

相
霧
は
、
ホ
智
鯏
剖
内
に
納
税
も
t
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
扣
紕
税
を
一
時
に
納
め

に
く
い
と
き
は
、
八
名
し
て
納
め
る
延
納
や
、

則
産
で
納
め
る
物
納
の
方
条
あ
り
ま
t
。

延
納
や
物
納
を
し
た
い
と
き
は
、
相
紕
税
の

小
告
期
"
内
二
、
井
り
弔
¥
L
批
出
し
て
、
が
二
'

粋
長
の
哥
可
力
姦
父
け
る
こ
と
に
な
っ
く
い
ま

イ
・
。
延
納
こ
よ
っ
て
杣
紗
利
を
納
め
る
塲
合
に

土
、
正
杓
期
Ⅱ
ヤ
ま
延
た
利
瓶
こ
つ
し
て
4
1
七

二
彫
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
十
、

」
三
=
三
二
=
=
三
三
芸
三
=
=
=
=
ニ
=
一
三
一
一
一
一
一
一
二
一
「
三
=
=
一
三
三
一
三
壬
三
三
=
=
=
三
一
一
一
,
=
=
=
=
=
一
=
=
ニ
=
=
=
盟
=
三
一
=
=
=
』
一
』
三
一
一
一
一
=
=
=
=
=
Ξ
=
ニ
=
=
=
=
=
ニ
=
=
=
累
=
一
一
一
三
=
=
=
レ

し
た
が
コ
＼
遺
典
籍
誓
＼
 
0
0
0
万

円
以
下
て
、
乱
偶
老
か
法
一
術
統
分
以
内
の
財

産
を
相
絖
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
配
偶
岩
は
相

判
刊
を
納
y
、
な
く
て
・
、
よ
い
と
と
に
な
り
ま

ゴ
 
X
成
午
治
空
除
割
よ
一
万
円
こ
そ
の
米

成
軍
岩
が
二
0
歳
リ
途
一
g
る
ま
で
の
年
数
を
か

÷
た
令
、
孤
く
ナ
。

<
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
財
産
L

,
」
 
1
 
L
,
r
L
 
土
、

^
W
と
し
ぐ
^
村
判
^
の
し
-
q
^

て
の
財
産
に
か
か
り
ま
ナ
が
、
次
の
よ
う
な
も

の
K
は
゛
松
製
か
か
0
ま
せ
ん
。

◆
身
四
、
仏
た
ん
、
仏
貝
な
ど

C ゛

1
中
小
企
業
の
官
公
需
受
注
機
会
の
確
保
1

河
ハ
ム
衞
の
兆
往
譯
当
た
り
、
小
小
今
.
絵
右
に

"
添
の
機
会
を
硫
保
t
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

月
公
四
つ
い
て
の
中
小
余
君
の
受
注
の

^
^
^
^
^
ヨ
^
^
^
^
^
^
司
^
^
一
^
一
^
^

進
さ
れ
て
お
り
ま
し
、
,
。
こ
の
沫
仟
は
国
、
公
共

介
業
木
(
ー
ル
公
社
、
圃
鉄
、
電
々
公
社
)
公

団
g
ガ
勿
口
川
の
買
入
,
今
の
契
醇
」
-
ー
す
る

K
当
っ
て
、
予
算
の
適
正
な
使
用
長
留
意
し
な

が
ら
中
小
<
聖
者
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
る

よ
う
一
絵
的
、
~
努
力
t
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を

災
◇
ナ
る
た
力
こ
則
力
佃
午
度
、
圧
等
の
契
紗

に
関
し
て
法
祥
の
樫
的
釜
成
さ
れ
る
よ
う
に

方
銑
を
作
成
し
ぐ
、
そ
の
脊
を
公
表
す
る
、
」

と
し
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
村
四
ー
ハ
年
皮
に
つ

い
て
に
、
八
刀
一
.
十
四
日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
t
。

江
中
上
<
業
向
ナ
契
約
の
目
標
か
決
め

第
ら
れ
ぐ
お
り
ま
t
。
そ
の
目
標
に
ょ
れ
ば
<
1
中

皮
に
お
け
る
田
等
の
契
約
の
う
ち
、
中
小
介
業

向
け
契
約
が
一
兆
四
0
0
億
円
と
な
る
よ
う
努

め
る
、
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
全
額
は
国

に
つ
い
て
牙
五
、
岡
0
0
億
轡
、
公
社
、
公

'

'

、
,
'

三
=
一
早
=
=
三
三
三
三
=
Ξ
=
Ξ
=
票
一
一
=
一
三
=
一
一
一
三
三
一
=
Ξ
=
二
三
=
ニ
コ
三
一
一
三
三
一
一
一
三
一
=
三
一
三
一
三
子
二
=
三
一
一
一
一
一
=
三
三
一
=
三
茎
一
三
=
二
三
=
=
Ξ
=
=
Ξ
=
二
一
=
=
Ξ
=
=
三
三
一
三
=
=
=
冨
一
一
胃
=
=
Ξ
=
一
昂
=
ニ
=
ニ
=
署
一
「
一
三
三
二
=
=
=
一
一
-
ー

五

団
等
に
つ
い
ぐ
は
約
五
、
 
0
0
0
億
円
と
な
っ

て
い
ま
t
。
ま
た
一
兆
倒
0
0
億
円
は
、
県
寸

の
全
系
需
対
象
予
竹
苅
t
兆
円
、
六
0
0
億E

円
の
三
0
 
・
一
%
(
国
縄
つ
い
て
翁
一

、

リ

L

燐
六
0
億
刈
の
三
七
・
万
%
、
公
礼
、
公

[
、P団

や
J
に
つ
い
て
は
四
兆
一
、
今
億
円
の
円

ハ
%
)
ド
な
り
ま
ナ
。

.

＼

な
お
、
 
a
和
岡
↓
五
件
妾
の
実
制
は
七

一
ノ

π
0
徳
円
で
全
宮
公
諾
契
約
の
三
七
・
π
%
で

し
た
。轡

に
小
小
<
業
の
受
注
機
会
の
増
火
の
た

め
の
敏
獣
定
め
ら
れ
お
り
ま
t
。

^
^
下
・
^
^
、
沼
府
^
^
^
^
^
力
ら
^
^
^

十
五
年
度
ま
で
て
,
定
め
ら
れ
た
種
々
の
措
置
、

寸
な
わ
ち
①
中
小
<
輩
牙
需
特
定
品
目
(
羅

物
、
外
衣
、
下
衣
そ
の
他
の
繊
維
器
、
家

且
<
、
機
械
t
き
和
紙
、
印
刷
お
よ
、
翁
滑
油
)

の
中
^
^
兆
^
^
^
の
^
^
の
^
ロ
^
^
^
^
^
^

粋
笠
の
活
用
③
銘
柄
指
定
の
彬
④
分
割
発

注
の
推
進
⑤
指
名
競
争
契
約
に
お
け
る
受
注
機

会
の
増
火
⑥
同
一
資
俳
区
分
内
の
繁
の
確

保
の
渚
措
識
純
つ
い
て
際
祝
い
て
そ
の
推
進
を

、

(

図
る
こ
と
の
緑
か
、
さ
ら
W
そ
の
徹
崚
を
期
し

実
効
を
確
保
t
る
た
め
、
国
等
が
実
際
の
発
注

を
行
な
う
に
当
っ
て
中
小
企
業
考
へ
の
喪
の

可
能
性
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
行
な
う

よ
う
個
別
具
体
的
に
堀
り
下
げ
て
、
そ
の
実
現

を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
法
本
と
し
ぐ
い
ま
t
。

ま
た
、
<
、
革
度
に
斯
た
に
加
え
ら
れ
た
議
皿

と
し
て
は
「
真
厶
四
関
t
る
中
小
余
岩
か

ら
の
要
望
聴
取
等
」
が
あ
り
、
堀
寸
は
中
小
企

響
か
ら
の
-
1
曾
関
t
る
要
望
草
卜
分

聴
取
し
、
そ
の
反
映
を
図
る
よ
う
努
め
る
と
と

こ
し
ぐ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
貝
休
村
に
は
中
小

、、
V

<
業
庁
お
よ
品
・
語
業
W
寸
に
特
定
の
相
淡

円
を
設
け
る
な
ど
の
体
制
築
備
を
図
っ
て
、
中

小
<
忠
響
か
ら
の
要
望
轟
接
か
つ
円
他
処

埋
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
t
。

な
太
、
要
旨
公
表
の
全
又
は
「
昭
和
四
十
六

午
度
中
小
企
善
に
関
t
る
県
の
希
の
方

針
」
と
し
て
官
綴
に
掲
載
さ
れ
ま
t
が
、
さ
ら

に
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
関
係
部
局

等
(
中
小
企
業
庁
下
請
企
業
課
ほ
か
)
に
船
問

い
合
せ
下
さ
い
。

タ

⑧
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

従
業
員
譯
安
心
し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め

ニ
、
よ
い
人
を
雁
し
入
れ
る
た
め
に
、
、
田
の

制
度
で
あ
る
退
職
金
制
皮
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
掛
金
は
全
鞠
ル
税
で
打
謡
0
0
円
か
ら

四
、
 
0
0
0
円
吋
器
ま
で
入
れ
ま
t
 
退
繋

は
従
業
員
が
選
職
ま
た
は
死
止
し
た
と
き
支
払

わ
れ
ま
t
 
三
午
以
上
掛
け
る
と
国
の
補
助
金

が
つ
き
ま
t
。
安
全
需
実
な
制
度
で
t
か
ら

H
卜
速
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■

!
ー
ー
ー
!
 
t
 
1
 
-
ー

」
ー
ー

量

[
ー
ト
ー
ー
ー
ー

]
ー
}
ー
ー

小
規
繁
業
共
済
制
度

,
上
ノ
ー
.
磁
、
ニ
^
ぐ
^
和
^
上
^

上
規
辨
介
業
共
済
制
・
^
よ
、
李
楽
を
や
め
た

)
、
退
職
し
た
と
き
の
牛
活
安
定
を
は
か
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
、
た
だ
ひ
と
つ
の
国
の
共
洗

削
聖
あ
る
。
こ
の
制
,
佳
、
四
の
礼
会
保

咋
村
皮
が
あ
る
従
業
員
C
く
ら
べ
ぐ
、
中
§
者

で
あ
る
^
^
^
^
止
業
^
に
は
、
こ
れ
ら
の
捌
空

か
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
を
袖
う
の
R
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
規
粒
<
女
岩
が
、

今
後
念
し
て
そ
の
近
代
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
か
り
に
退
顎
木
を
金
心
な
く
さ
れ
た
場
A

で
、
、
円
滑
に
曝
オ
ま
た
は
*
後
の
生
酒
ガ
W

*
さ
れ
る
よ
う
に
、
匪
力
小
規
村
<
ル
.
誰
<
濱
*

業
団
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
る
心
の
で
あ
る
。

小
規
模
事
業
所
の
か
た
か
た
の
、
砧
極
的
な
加

入
を
霜
寸
ナ
め
い
た
し
ま
t
。
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.
三
三
出
一
一
一
:
一
一
、
.
一
]
.
三
三
一
一
.
一
一
、
一
=
二
き
一
、
一
一
;
'
一
三
=
一
=
一
.
、
一
一
、
三
.
二
一
三
士
一
,
一
.
二
三
三
一
一
一
=
.
一
、
一
三
三
一
一
一
.
一
一
、
"
=
三
一
一
一
=
一
三
二
"
一
二
三
=
一
一
、
一
三
』
一
三
=
累
一
、
三
一
二
三
三
一
一
一
三
・
"
一
一
.
ι

、
、

て
ず
、

、
一
ン
一
ら
,ず/

=
一
三
、
二
一
二
一
三
」
一
一
一
.
一
'
,
.
一
一
=
=
一
一
一
三
一
.
二
三
=
、
一
一
一
一
二
,
一
三
、
一
.
一
一
ξ
一
二
一
三
一
一
:
.
二
一
三
一
一
一
一
一
二
一
:
ミ
=
一
.
一
二
、
ニ
.
二
一
三
丁
.
一
「
一
一
二
一
'
=
一
一
一
ξ
'
一
一
、
二
三
三
.
一
一
一
一
三
三
.
"

の
火
都
分
が
小
得
の
も
の
で
あ
二
＼
天
分
の

な
し
ネ
カ
ル
仏
,
ヰ
L
力
緑
と
^
習
ぜ
風
み
た
と
こ

一
り
く
、
 
N
党
し
い
上
辻
な
と
望
む
べ
く
、
あ
り

ま
せ
,
ん
、

に
忠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
、
フ
こ
と
で

寸
。似

喫
松
に
か
け
て
だ
け
は
夫
触
の
才
能
が
自

分
に
は
あ
る
、
な
ど
と
、
自
分
の
口
か
ら
巾
上

げ
る
の
は
牛
愈
気
で
、
気
陣
で
、
欺
な
ん
て
す

け
ど
、
別
に
こ
れ
ぞ
と
い
う
勉
^
も
せ
^
、
が
^

問
の
先
小
、
に
も
つ
か
ナ
、
何
と
い
う
こ
と
な
く

そ
れ
が
好
き
で
、
好
き
た
か
ら
こ
そ
数
も
描

く
、
、
^
^
^
^
^
^
^
段
^
^
^
^
^
、
^
ザ
^
一
^
き

を
か
け
、
ウ
ラ
ス
の
川
朋
か
し
ょ
い
よ
愉
快
が

る
。
し
ま
い
二
ば
、
こ
っ
ひ
ど
く
描
か
れ
て
怒

る
出
の
数
都
ま
て
も
か
面
,
ト
か
二
L
、
再
の

拙
く
カ
リ
カ
チ
ニ
ア
に
は
,
恕
慈
"
か
な
い
」

な
ど
と
苦
笑
し
な
か
二
人
め
た
ゞ
0
の
で
す
。

そ
の
(
九
州
の
西
の
果
て
の
)
山
制
商
蒸
Υ

校
J
翠
染
し
た
翌
午
、
上
野
の
失
愈
穫
(
現

在
P
川
玉
帯
大
学
)
念
.
器
へ
入
ろ
う
と

て
上
京
し
た
の
が
数
え
甲
一
十
哉
の
時

つ
で
、
こ
と
志
に
反
し
て
、
美
校
へ
は
行
か
ず
仕

一
か
三
歳
の
頃
か
ら
没
画
染
界

.

始
い
戸
↑

一

、

1一
一

一

の
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
漫

則
不
界
入
り
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
の
が
、
他

な
ら
ぬ
「
似
顔
絵
」
だ
っ
た
の
で
t
か
ら
、
因

0
1
 
し
う
・
、
の
は
冊
し
し
も
の
六
と
思
し
ま

そ
う
な
る
よ
う
に
条
ま
れ
つ
い
て
い
た
の

L

g

^
^
・
タ
つ
^
寸
^
^
^
^
川
」
γ
^
^
一
^
^
寸
^
^
^
^
・
^
ぐ
、

'

ン力「ヨー
」
Ⅱ
J

一

靴
師
の
似
^
な
を
抽
か
せ
た
ら
天
下

、

と

し
、
つ
く
ら
い
の
、
^
僻
を
日
^
ぐ
お
り
ま
し
た
。

゛
J
す

が
、
正
課
の
采
道
の
ガ
は
、
同
ク
ラ
ス
の
中
に

け
,
Y
?
、
W
^
^
^
ウ
し
ろ
の
こ
伊
^
杠
・
、

、
左
場
1
級
か
一
級
と
い
う
又
温
り
の
段
遂

し
ぐ
L
ナ
 
b
u
"
/
W
く
^
プ
つ
^
"
小
ぐ
一
^

劃
訓
経
も
飾
か
っ
た
。
つ
ま
り
ば
柔
道
の
天
分

▲

」

一
.
.

ノ
」2

数
え
て
み
る
と
、
佳
こ
の
似
顔
絵
と
い
う

も
の
を
、
叫
↓
石
^
^
も
^
き
^
サ
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
t
 
そ
う
し
て
、
い
ま
も
っ
て

「
こ
れ
で
ょ
し
」
と
は
思
っ
て
い
な
し
ど
こ
ろ

か
、
「
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
ナ
、
難
し
い
」
の

咲
を
一
朕
し
て
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の

「
難
し
い
」
と
し
う
舌
象
の
・
.
怠
眛
よ
、

た
た
「
ム
ズ
カ
ン
イ
」
と
嘆
い
C
い
る
の
で
は

な
く
て
、
「
興
味
津
々
」
、
「
可
牝
佳
紅
谷
、

ま
た
ま
た
、
探
ぐ
れ
ー
い
く
ら
で
、
深
み
か
兄

ヤ
ブ
ニ
ラ
ミ
の
人
や
、
顔
の
ど
二
か
に
Π
立
っ

た
侶
め
と
を
"
つ
人
を
描
く
場
合
ι
、
了
」
れ

そ
特
倣
!
」
と
1
力
り
光
の
汀
て
J
0
と
っ
た
よ

う
純
^
も
古
"
ん
く
、
乎
失
の
、
丹
'
高
÷
り
、
そ

二
の
と
こ
ろ
を
二
帳
し
て
鼎
い
た
ら
ど
ぅ
な
る

^
、
う
い
、
つ
^
^
ロ
、
^
^
、
^
し
ら
^

か
0

然
と
、
そ
れ
ら
の
「
特
徴
」
長
殺
し
、
業

す
る
の
み
な
ら
゛
、
-
ー
、
逆
二
、
そ
の
人
の
顔
の
た

た
.
ナ
ま
い
の
中
の
戈
点
を
、
強
謝
し
て
苗
キ
＼
系

^
く
と
い
う
こ
と

X

C

不
可
能
な
の

と
の
内
.
、

レ
ン
ズ
を
通

高
い
域
に

る
^
,
、
:
:
:
と
し
一
つ
^
え
ろ

到
、
れ

「
嘆
」
、
サ
ン
タ
ン
の
つ
ふ
や
き
、
そ
れ
を
繰

返
し
て
い
る
、
と
し
う
こ
と
ぐ
あ
り
ま
t

た
』
＼
ど
こ
か
ど
ぅ
詳
そ
う
な

ぐ
よ
、

の
か
、
高
そ
う
な
の
か
。
そ
れ
に
比
べ
て
現
在

は
ど
ぅ
浅
い
の
か
、
低
い
の
か
、
と
い
う
よ
う

な
消
恩
こ
な
り
ま
^
と
、
こ
れ
ば
な
力
な
力
予

舌
で
は
伝
え
得
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
抽
条
的

な
乢
脳
ご
と
た
げ
を
述
へ
て
廿
ヨ
ナ
ラ
と
い
う

わ
け
に
も
参
り
ま
せ
ん
の
で
、
輝
く
:
般
的
な

お
^
叩
し
を
^
^
し
^
^
り
+
一
^
し
て
^
ー
よ
し
ょ
、
?
、

キ
一
,
、
鼎
か
れ
る
側
の
男
女
を
問
b
十
、

揣

<
^
の
叩
^
を
、
い
つ
・
、
^
^
^
に
置
く
、
と

い
う
こ
と
。
揣
力
れ
る
身
に
な
っ
て
鼎
く
、
と

し
う
こ
と
そ
う
^
,
^
よ
、
四
用
た
ν
^
*
エ
^
ぐ

き
な
く
な
る
。
例
え
ば
、
ミ
ツ
ウ
チ
の
人
や
、

う
譜
仙
乎
と
ぼ
b
貧
罪
<
こ
し
ま
十
。
人
吻
与

肖
<
の
大
家
と
い
わ
れ
る
人
の
撮
っ
た
ホ
ー
ト
レ

ー
ト
作
U
川
(
の
全
部
が
そ
う
だ
と
は
言
い
ま
せ

ん
)
が
、
存
外
詰
ら
な
い
理
由
、
そ
の
辺
に
あ

る
の
で
士
0
・
。

次
急
る
当
熱
の
問
題
ば
、
「
美
や
τ
強
捌

し
て
揣
く
」
七
吾
う
か
、
そ
ん
な
ら
ど
ぅ
揣
け

に
「
よ
0
美
し
い
形
」
に
な
る
の
か

0

こ
れ
は
、
う
文
・
、
だ
よ
る
表
現
ま
ほ
と
ん
ど

、
?

B

0
つ

1

゛A

<
、
思
い
つ
く
ま
ま
、
任
,
愆
島
A
を
、
ま
十

拙
い
ぐ
み
ま
し
た
。
仮
り
に
、
こ
ん
な
顔
だ
ち

の
ご
如
人
か
俟
の
前
に
坐
っ
た
と
し
ま
十
。
 
t

i
-

こ
う
,
し
・
M
袖
L
 
お
頚
な
力
、
'
つ
、
鼻
筋
も
よ
く
通

眼
も
張
り
が
あ
っ
て
県
し
か
ら
十
、
屏
の

)
、都

厚
い
の
ば
、
む
し
ろ
の
情
の
深
さ
と
観
十
れ

ば
、
十
な
わ
ち
B
の
造
形
に
以
っ
ぐ
し
て
も
一
と
仙
補
で
ナ
か
)
そ
れ
か
ら
左
側
の
鼻
唇
線

向
他
は
な
り
ま
せ
ん
。
 
A
の
向
っ
て
左
の
例
は
、
こ
の
線
を
拙
き
込
ま
な
く
と
も
、
鼻
翼
の

の
卜
の
キ
長
(
あ
る
い
は
シ
ミ
)
は
、
こ
れ
っ
け
根
の
辺
り
か
少
し
辿
ん
で
い
る
ぐ
ら
い
の

は
こ
の
,
韻
本
来
の
も
の
で
ま
な
く
、
可
か
の
感
じ
は
、
鼻
先
に
対
t
る
辱
の
位
置
、
及
び
Π

馴
辻
い
か
手
述
い
か
ら
後
天
的
に
付
加
さ
れ
た
つ
き
悼
よ
っ
て
結
構
出
せ
ま
t
。
似
顔
絵
の
要

も
の
K
述
い
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
ん
な
.
'
の
一
つ
ば
、
い
か
に
,
艮
く
揣
線
を
節
約
す
る

も
の
が
あ
っ
て
は
似
顔
絵
の
純
粋
さ
を
壊
し
て
か
に
あ
り
、
目
障
り
な
謬
無
き
に
勿
カ
ナ
。

し
ま
う
。
(
男
の
ハ
ナ
髭
な
ど
は
逆
に
大
い
に
別
の
例
を
も
う
一
つ
。

、ノ

愛
嬌
を
添
え
ま

ぶ
厚
い
辱
を
抽
く
と
き
に
、
い
つ
も
侠
の
用

か
ら
、

、

ー
ト

、

ν

ミ
生

門

P

戸
,
6
-

(

X

以
一
矧

天
腫
と
い
う

、
^
,
。
^
^
一
ぐ
^
・
^

ー
ン

伊

゛

/
V

い
る
1
-
を
明
か
し
ま
ナ
と
、
 
C
上
D
の
、
 
D

の
ガ
。
ひ
と
Π
で
分
か
り
ま
ナ
よ
う
に
、
 
D
の

方
か
笹
数
が
小
ノ
な
く
、
し
か
、
、
こ
の
方
か
、

辱
の
ま
く
れ
加
減
や
、
そ
の
愛
ら
し
さ
を
、
袖

課
に
、
簡
潔
に
、
そ
こ
は
か
と
な
く
表
わ
し
ぐ

い
ま
」
一
ヨ
。
 
C
の
よ
う
二
、
あ
り
の
ま
ま
に
、
河
ル

た
R
の
通
り
に
拙
く
の
も
一
つ
の
効
果
で
は
あ

0
ま
ナ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
余
程
ポ
ヒ
ュ
ラ
ー

な
^
"
^
の
↑
^
を
、
多
^
ノ
(
・
あ
る
い
^
^
い
り
^

"
郷
的
に
雑
誌
の
表
紙
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
托
吸

う
^
^
口
な
ど
を
^
に
^
^
、
は
、
^
人
の
而
前
で

*
ぱ
フ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ι
川
知
く
寺
こ
土
、
た
と
え

U
＼ノ

そ
れ
ガ
州
行
物
用
の
似
顔
塗
、
あ
っ
て
,
、
、
礼

を
欠
く
、
一
と
に
な
り
ま
十
。
側
于
の
身
こ
な
っ

ぐ
揣
く
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
礼
、
~

叶
う
と
い
う
こ
と
で
ー
。
最
後
に
断
っ
て
お
き

ま
t
か
、
佳
は
絶
対
佳
一
,
ウ
ノ
」
は
描
き
ま
せ

ん
。
オ
ベ
*
カ
,
勺
加
味
し
ま
せ
ん
。
兒
た
日
と

は
多
小
ノ
ち
が
っ
て
い
て
も
、
描
き
と
げ
た
も
の

に
「
ホ
ン
ト
」
山
、
罷
め
ら
れ
て
い
C
、
絵
と
し

て
も
上
質
と
い
う
の
が
列
い
で
あ
り
、
念
い
で

に
一
^
■
う
と
、
そ
こ
が

あ
り
、
そ
し
て
一

1

「
似
顔
り
ゞ
む
、
つ
か
し
さ
」
と
い
う
、
の
な
ん

で
し
ょ
う
。

ノ

亀
、
 
g

i
.
'
'
ヤ
＼

ノ

上
丁

十
予
と
い
う
こ
と
は

X

肉
笊

つ
と
、
,
る
と

ノ
'

会、
L

/'、/、

'f

ーコ、

IU
JL!"、

倒^

さ'"
、怠,_ i/1＼、、___一ψ少

:ノ

ン

二屯
に

上

みゑ

、又_

「七
、、

^
、、
、

手
1

'

=^

^

ノ'〕
ノ上一
、、

は

16

い
ーコ

、

'岫一

1

、.ノ

り

て▲
ーフ

ノレ

E

_ι
ノ、

;1

1戈
の
11寺
分

、

J

{
^

リ

ひ

:
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^
^
、
^
月
^
^
日
、
ニ
ク
ソ
ン
^
^
^

位
力
と
っ
た
非
常
1
は
①
合
・
ド
ルーノ

交
換
の
一
時
停
止
②
暫
定
的
な
-
0
%
の

包
括
的
輸
入
裂
金
の
実
施
③
対
外
援
助

の
-
 
0
%
削
減
④
九

0
Π
問
に
わ
た
る
国

内
賃
金
・
物
価
暴

結
⑤
投
資
税
控
除
の

復
活
を
議
会
に
要
舗
/
な
ど
が
お
心
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
一

方
で
、
米
国
際
収
支
黒
化
が
一
段
と
深

抑
に
な
っ
て
、
ド
ル
の
信
認
が
火
き
く
動

と

二
一
一
.

揺
し
た
の
を
く
い
と
め
る
た
め
の
ド
ル
防

衛
強
化
の
'
愆
味
を
も
つ
と
と
も
に
、
相
対

的
に
強
く
な
っ
て
い
る
円
な
ど
主
要
国
通

貨
の
切
り
上
げ
を
求
め
、
他
万
で
は
不
振

の
^
^
^
^
の
吼
、
^
^
^

激
効
果
を
ね
ら
っ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
措
巣
、
現
行

の
1
M
F
体
制
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
で

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
際
貿
易
の
前
途

譯
も
暗
影
を
投
じ
た
た
め
、
世
界
に
六
き

女
飽
一
を
与
え
た
。

こ

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク

、

X

輸
入
品
好
し
て
、
特
別
の
馴
税
や
付

加
膨
を
か
け
る
と
と
こ
よ
っ
く
,
局
の
国

内
膺
"
こ
対
司
る
防
貯
・
、
を
つ
く
り
、
ム
剛
入

の
垪
勢
を
お
さ
え
る
制
度
。
こ
ん
と
の
二

ク
ソ
ン
盲
明
に
も
ら

れ
た
輸
入
課
徴
金
採

用
の
ね
ら
い
は
、
ケ

ネ
デ
ィ
・
一
フ
ウ
ン
ド

(
K
R
1
関
悦
一
恬
引
き
下
げ
交
沙
)
で

各
区
に
与
え
た
関
税
引
き
ー
げ
の
利
益
を

な
く
そ
う
と
t
る
も
の
で
、
①
K
R
以
前

の
一
九
三
0
革
の
法
、
倫
然
叶
②
呪
行
関

一

、
ー

一
一

ニ
ニ
.
、
:
.
=

1
 
-
一
:
:
』

加
盟
国
の
出
資
に
ょ
っ
て
共
同
基
金
を

つ
く
り
、
と
れ
を
各
国
に
利
用
さ
せ
て
為

瞥
取
り
引
き
の
自
由
化
を
推
進
し
て
、
こ

れ
ら
か
ら
世
界
経
済
の
拡
六
と
策
を
も

た
ら
t
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
ら
れ
た
国

1

際
金
融
機
関
。

設
立
は
一
九
四
五

当
時
は
四
C
力
国
で
発
足
し
た
か
、

午
、一

九
七
一
年
一
月
現
在
で
は
工
六
力
国

が
加
盟
し
て
い
る
。
日
本
は
一
九
五
二
年

八
刀
に
加
盟
。

=

一
一

三
τ

=
:
.
-
 
1
冒
1
.
=

税
卓
に
一
C
拓
を
加
え
た
も
の
ー
の
い
f

才
力
低
い
ガ
を
愉
入
品
に
述
用
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
対
米
輸
出
の
些
祭
高
い
わ

が
鯏
張
罪
こ
と
っ
て
は
大
き
な
打
染
と

な
る
の
で
、
早
期
徹
廃

を
求
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
課
微
金
の
採
用

当
然
こ
ガ
ッ
ト

に
、

(
豐
貿
易
一
般
協
定
)
に
ふ
れ
る
こ
と

が
問
題
に
な
る
が
、
六
四
年
に
英
国
か
こ

れ
を
実
施
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
紅
錫
は

鶚
一
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

▲

n

一
冨
一
甲
;
ー
ニ

輸
入
課
徴
金

一
一
.

t

=
毛
一
:
:
、
一
、
:
.
一
冨
冒
一
:
、
一
、

加
盟
国
の
出
笥
当
総
額
は
当
初
の
一

C
0
竿
ル
か
ら
七
0
年
末
に
は
二
八
四

億
三
、
三
0
0
万
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
第
五
位
の
出
資
国
だ
が
、
出
資
割

当
額
は
そ
の
国
の
国
民

所
得
、
貿
易
額
、
保
有

外
貨
な
ど
で
決
め
ら
れ

1
M
F
に
加
盟
し
て
い
る
主
要
先
述
国
十
ケ

"
・
^
,
^
一
^
瓢
W
^
し
て
い
ろ
^
'
義
で
、
国
^
<
"
^

発
の
,
ル
雙
吊
導
部
,
と
い
っ
姦
位
、
~
あ

る
。
織
戈
U
ま
、
米
界
气
"
央
回
、
西
狩
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
Π

カ
ナ
グ
、
オ
ラ
ン

、

一
乳
t

」
一
一

M
F

(
国
際
饗
基
金
)

、
一
.
一

、
一
:
:
ー
ー
ー

冬
国
通
貨
の
対
外
得
の
基
進
を
稀

(
為
替
平
価
)
と
い
う
。
 
1
M
F
協
定
錦

四
条
に
ょ
る
と
、
す
べ
て
の
加
盟
田
は
、

そ
の
平
価
を
通
貨
平
価
の
共
通
尺
度
と
し

て
の
金
、
ま
た
は
米

ド
ル
で
表
示
し
な
け

゛、

れ
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
、
、

ル
と
金
が
と
も
に
平
価
の
藷
十
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
米
国
が

一
九
三
四
年
以
来
、
金
の
公
稀
格
を
一

オ
ン
ス
・
三
六
ド
ル
K
定
め
、
海
外
の
ド

气

▲
.

設
置
さ
れ
た
<
姦
の
朋
催
は
不
定
期
だ
が
国
際

金
融
の
分
野
ぐ
遍
六
な
決
定
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
は
、
必
す
と
い
っ
て
い
い
低
ど
、
と
の
会

議
が
朋
か
れ
る
。
十
月
一
五
、
一
六
向
臼
、
ロ

ン
ト
ン
で
朋
か
れ
た
会
誓

十
ケ
国
蔵
相
△
=
議
お
好
例
。
 
1
 
→
M

F
 
の
特
別
引
き
出
し
邑

乱
を
杁
め
た
六
八
年
一
方
の
会
合
(
ス
ト

ツ
ウ
ホ
ル
ム
)
、
マ
ル
ウ
危
機
を
討
議
し
た

-
 
0
刀
の
会
介
(
ボ
ン
)
な
ど
が
有

ー
.

/
 
t
、

ま
た
、
 
1
M
F
の
機
能
を
強
化
す
る

般
借
り
入
れ
取
り
決
め
出
資
額
の
場
加
、

S
D
R
の
創
出
な
ど
機
能
強
化
に
努
め
て

、
さ
ナ

.
ニ
ー

エ
ー
デ
ン
。
,
、
t
と
,
勺
と
は
、
 
1
M
F
を
強
化
す

る
た
め
の
G
A
B
 
(
一
般
偕
り
入
れ
取
n
決

め
)
に
松
加
し
た
■
国
の
架
ま
り
と
し
ぐ
、

、
年
耿
の
1
M
F
ワ
シ
ン
ト
、
系
会
で

九

1

べ
、
凡

一

ニ
ニ
一
.

一
一
一
一

一
■
一
.

、
=

=

^
^
^
^
^
し
、
^
^
、
ま
^
1
冷
、
L
^
^
^
P

で
金
と
の
交
換
に
応
じ
る
こ
と
を
約
束
し

が
庄
倒
的

て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、

ル

、

な
米
国
の
経
済
力
に
ょ
っ
玉
付
け
さ
れ

高
際
通
貨
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
 
1
M
F

価

カ
^
W
国
に
^
し
金
ド

ル
本
位
制
に
ょ
る
平
価

の
設
定
と
、
固
定
為
替
相
場
制
緑
用
を

義
務
、
つ
け
て
い
る
奈
、
穫
の
鬮
霊

貨
制
度
の
二
大
特
徴
と
な
っ
ぐ
、
き
て
い

る
。

.
三
、
ー
:
ニ

一
一

^
^
^
"
E
^
^
力
Ⅱ
^
^
レ
ー
ト
^
、
^
「
て

土
常
峅
一
ず
し
非
常
に
不
安
定
な
、
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
戦
後
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
{
正
に

よ
る
1
M
F
休
制
の
下
で
は
、
為
啓
レ
ー
ト
の

長
期
安
定
化
に
ょ
る
貿
易
拡
大
と
世
鴛
済
の

協
隅
発
展
が
理
想
と

さ
れ
た
。
こ
の
体
制
の

下
で
貿
,
梨
者
は
、
為

符
レ
ー
ト
の
変
動
を
懸

念
す
る
こ
と
な
く
貿
易

の
拡
張
に
安
心
し
て
叉
'
で
き
た
。
こ
の
冏
定

内
為
魯
レ
ー
ト
を
保
那
す
る
心
の
が
、
 
1
M
F

条
四
条
の
稀
で
、
条
一
ド
ル
'
三
六
0

円
と
さ
れ
て
い
た
。

円
の
切
り
上
げ
と
は
、
こ
の
一
ド
ル
"
三
六

一
三
.
一

一
.
一
巴

一
.
一
.

ニ
.
:
一
』
一
.
一

、
て

=

.
冒
冒

=

=
=

一
一

、
;
一
.
;
=

宅

:
一
一

一
里
.
一

=

ニ
;

X

:
=
冒
:
.
=

二

ス
ウ

具一
ゞ
ー
.

'
小
?

早
冒
一
.
:
ニ

名
。

タ
、
ベ
ル
ギ
ー

X

コ
ー
ー
.
=

0
円
の
交
換
比
孝
、
円
の
価
祭
上
が
る
よ

う
に
変
え
る
こ
と
で
、
例
え
ば
-
 
0
%
の
切
上

げ
は
次
の
様
に
斡
"
さ
れ
る
。

一
で
ぐ
・
§
三

一
三
・
]
＼
轡
・
O
N
§
認
け
 
Y
 
7

酬
一
疋
1
西
一
工
X
]
.
各

・
0
、
§
器
X
=
＼
石

・
0
、
M
伽
昂
訊

な
お
ド
ル
基
準
の

・
三
六
0
円
を
も
と
K
需

変
更
を
乳
す
る
魯
奘
誓
一
・
-
 
0
で

中
」
■
る
0

獣
判
含
・
器
0
亙
+
一
.
-
0

・
誇
司
、
M
§
亙

一
'
-
ー

平
価
と
円
切
り
上
け

(
平
価
県
)

新
幹
線
開
通
で
変
わ
る
レ
ジ
ャ
ー
地
図

東
北
も
堕
示
の
,
奥
座
敷
に
(
昭
和
h
π
小
)

一
年
度
に
ば
、
在
来
線
を
除
く
析
枠
線
だ

け
ぐ
、
束
北
g
忰
線

一
、
 
0
0

四

ー
、

0
人
上
僻
鞭
-
1
 
0
0
0
人
。

一
、

]
＼

一
ノ

0
年
,
佳
は
、
東
北
新
幹
線
九
一
、
 
0
0

0
人
、
上
越
新
忰
線
七
一
、
 
0
0
0
人
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
観
光
客
の

割
合
は
'
要
而
は
む
◇
か
し
い
が
、

十
呆
海
群
幹
線
の
例
か
ら
み
て
も
.
、
、
三
、

一

割
は
占
め
る
と
国
鉄
斯
'
鯲
芥
川
他
剖

^
C
^
^
^
L
^
る
。

^
門
^
一
、
^
^
^
^
餅
^
カ
^
^
し
て
力
ら
、

東

京
の
器
敷
は
伊
長
ら
南
紀
地
方
へ
と

移
り
、
今
、
東
京
か
ら
の
新
婚
旅
行
も
九

南
紀
が
街
的
人
気
。

州
、東

北
が
束
京
の
奥
座
敷
に
な
る
の
も
寺

剛
の
問
^
と
な
っ
た
。
,
^
の
^
^
コ

ス
'
が
新
婚
さ
ん
の
メ
ッ
カ
と
し
工
浮
び

あ
が
る
可
能
性
K
十
分
あ
る
と
交
通
公
礼

広
快
課
で
は
み
て
い
る
。

=
『
.
:
:
ユ
τ
.
一
;
;
=

御
線
が
器
t
れ
ば
発
、
上
越
の

レ
ジ
ャ
ー
地
図
は
、
大
き
く
塗
り
か
え
ら

れ
る
。
東
北
、
上
越
、
成
田
の
三
郡
線

と
青
凾
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
命
令
が
、
こ
の

^
門
一
Π
^
^
^
、
^
^
^
^
ら
^
一
^
さ

れ
、
今
秋
か
ら
建
壁
か
か
る
。

上
越

斯
幹
線
雨
通
す
れ
ぱ
、
東
北
、

地
方
の
有
名
税
光
地
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ト
条
か
ら
,
一
日
旅
行
鬮
,
に
な
る
。
レ

ジ
ャ
ー
の
大
剛
、
化
、
多
様
化
と
と
も
譯

,
み
あ
の
く
,
が
新
時
代
の
観
光
地
と
し

て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
問
述
い
な
い
。

た
と
え
ぱ
東
京
1
盛
岡
が
二
時
問
半

(
現
在
六
時
問
半
)
東
京
1
仙
台
一
時
朋

四
0
分
(
同
器
間
)
、
一
崇
1
斬
潟
一

時
闇
半
(
同
三
時
間
五
0
分
)
と
い
う
具

合
に
な
る
。
青
森
、
秋
田
も
廠
岡
か
ら
乗

り
つ
げ
ば
五
時
冏
圏
に
は
い
る
。

四
四
年
度
の
東
北
、
上
越
線
の
一
日
平

均
旅
客
数
は
、
東
北
線
が
四
五
、
 
0
0
0

人
、
上
越
線
三
ズ
 
0
0
0
人
(
国
鉄
本

社
調
べ
)
だ
が
、
薪
幹
線
開
業
飼
標
の
五

二
一
一
.
ニ

畢
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ら知
一

輸
出
関
連
中
小
企
業
緊
急
融
資
制
度

関
す
る
要
綱
決
定
グ
"

ι

^
t
^
r
フ
^
ノ
^
一
^
・
E
^
^
^
 
L
j
-
^
寸
一
.
、
・
^
^

轟
シ
、
,
止
こ
#
?
イ
＼
ヰ
j
●
、
ー
で
ょ
愉
出

述
ヰ
心
1
.
(
に
刈
一
,
る
熊
急
触
資
制
度
ι
つ
い

て
の
要
郭
お
よ
び
知
則
を
定
め
、
中
小
企
木
金

^
ハ
^
寸
一
上
"
ψ
一
^
＼
ヘ
^
、
リ
制
1
 
-
コ
ー
Ⅱ
、
、
山

咋
を
通
し
て
触
質
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

対
象
<
二
爪
は
、
米
河
の
輸
入
課
徹
金
の
実

レ
^
挑
^
^
^
.
^
山
H
^
グ
^
^
^
^
^
、
^
^
＼
ム
"
^
^
^

・
〒
力
一
心
し
こ
と
竹
こ
よ
り
し
^
き
な
や
卜
卿
"
を
武
く
十

^
^
.
河
、
^
^
^
、
、
^
一
^
L
、
-
L
 
^
」
ノ
^
^
"
^
、
]
^
・
、
^
ウ

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法

に
つ
い
て
の
説
明
会
の
開
催

勤
屶
岩
の
け
一
戚
途
」
よ
る
け
・
等
く
0
 
と

^
、
,
、
^
^
^
J
/
1
L
r
-
^
h
^
、
一
,
^
削
^
^
J
^
U
」
リ
^
^
^
ロ
^

Ⅵ
、
、
^
^
^
,
/
U
 
H
、
^
^
寸
、
^
^
、
,
丁
^
^
堅
か
^
と
J
、
^

り
ま
し
た

.
加
Π
心
扣
1
団
と
大
q
¥
力
卯
野
中
刷
の
弐

儒
二
よ
り
ど
、
ル
鞄
明
会
が
次
の
と
お
り
叩
崔
さ

れ
ま
寸
の
補
}
、
需
下
さ
い
。

、

折
定
t
る
、
の
に
指
定
産
地
、
揣
定
塾
織
以
外

の
恐
が
、
は
輸
出
態
ぶ
 
6
%
以
上
で
あ
る

も
の
と
な
っ
く
い
る
。

野

奈
良
県
に
お
い
て
は
指
定
ψ
雀
と
し
一
＼

球
用
ゲ
ロ
ー
ブ
ミ
゛
ト
と
サ
ン
ダ
ル
指
璽

地
と
し
て
.
靴
匹
小
山
9
ψ
ホ
タ
ン
、
磯
城
郡
川
西

村
の
貝
ボ
タ
ン
か
所
定
さ
れ
た
。

N
細
に
つ
い
て
は
当
今
蔵
所
仟
お
問
介
せ

ト
さ
い
。

と
し
と

ご
、統

一
伝
票
の
お
す
す
め

ー
ー
流
通
シ
ス
テ
ム
化
の
た
め
に

▼
統
一
伝
票
と
は
何
か

統
一
係
小
ま
た
は
取
引
用
伝
券
統
一
化
と

い
う
の
ば
光
0
手
買
い
手
制
に
ゃ
り
取
り
の
行

わ
れ
る
納
口
川
古
物
品
妥
領
占
、
苓
率
¥
の

取
引
用
伝
票
の
大
き
さ
(
仕
上
寸
法
)
、
項
Π

の
配
脳
を
統
一
し
よ
う
と
t
る
も
の
で
t
。

▼
統
一
伝
票
の
意
義
と
必
要
性

佐
部
門
に
比
べ
流
器
門
の
近
代
化
が
立

遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
ナ
が
、
そ
の
た

め
に
は
一
部
円
一
<
業
の
近
代
化
で
は
な
く
、

全
・
両
、
全
'
業
、
さ
ら
に
全
業
N
わ
た
る

近
代
化
か
必
要
一
、
上
4
。
い
力
ゆ
る
,
ン
ス
テ
ム

的
,
な
老
え
方
が
必
要
で
寸
。

係
お
統
一
化
と
し
う
の
は
こ
の
よ
う
な
流

通
シ
ス
テ
ム
化
の
一
叉
上
し
て
通
氷
ψ
か
中
0

に
な
っ
て
推
淮
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
年
皮
か
ら
日
本
雫
会
議
所
に
委
託
さ
れ
各

券
統
、
伝
票
N
及
指
導
県
こ
れ
の
普
及
に

つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
予
想
さ
れ
る
資
本
の
自
由
化
、
人
手
不

足
、
帯
司
者
9
而
曾
変
化
さ
ら
に
取

弓
皐
^
^
那
'
^
、
^
^
、
^
る
と
、
^
^
^
^
こ
^
し

て
も
従
来
の
よ
う
な
一
《
業
の
立
場
か
ら
t
る

伝
四
御
度
の
お
0
方
は
火
い
に
反
省
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
の
北
<

当
所
業
務
課

T
E
L
 
圏
六
0
七
五
代

ー
し

と
こ
ノ

一
刀
卜
六
H
 
(
火
)

一
ノ
、
.
、
ー
.
ナ

川

.
金
市
戻
貯
町

<
■
]
食
、
女
姦
玉

^
^
一
^
^
^
材
」
^
^
^
^
^
^
^
^
こ
^

1

い
て

艦
"
促
述
乎
業
団

易
一
辻
L
'
奴
7
県
.
リ
R

正
゛
ヨ
.
ー

4
ハ
・
γ
'

プ
ロ
グ
ラ
ム
調
査
簿
 
9
フ
ト
ゥ
エ

ア
総
覧
)
の
簡
易
閲
覧
に
つ
い
て

、し

当
所
で
ょ
、
条
一
き
お
し
て
、
幽
社
の
ノ

ブ
ト
ゥ
エ
ア
の
研
究
、
朋
発
の
資
科
譯
、
ま
た

コ
ン
ビ
、
-
ー
タ
導
入
以
前
の
研
究
資
料
と
し
ぐ

利
川
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
プ
ロ
ゲ
ラ
ム
凋
介

輝
(
ソ
フ
ト
ゥ
エ
ア
捻
筧
)
を
通
張
N
か
ら
配

布
を
洋
、
会
員
皆
様
方
振
卦
L
劇
誓
供

し
く
い
ま
寸
の
で
、
ブ
ロ
ザ
ラ
ム
の
鯏
発
二
砧

師
が
に
こ
和
仟
→
さ
し

W
~
諾

1
フ一
、

同
利
刑
と
い
う
こ
と
が
い
力
れ
て
い
ま
t
が
、

そ
の
た
め
に
は
ま
十
儒
木
の
統
一
化
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
導
入

利
川
の
み
を
先
男
え
る
こ
と
は
本
末
転
倒
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

▼
統
一
伝
票
の
メ
リ
ッ
ト

統
一
伝
票
の
メ
リ
ッ
ト
を
列
¥
る
と
?
き

の
よ
う
に
な
り
ま
ナ
。

河
乎
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
A
却
化

^
^
^
^
^
の
^
西
小
、
^
し
き
る
ワ
ン
ラ
イ
ラ

イ
ン
ゲ
化
で
あ
り
、
専
用
伝
票
が
不
喪
で
t
L

ま
た
、
売
り
手
買
い
手
と
も
転
記
不
要
の
シ
ス

テ
ム
で
ナ
か
ら
、
^
務
^
^
人
員
は
ー
^
2
1
-
に

タ
ウ
ン
し
牢
務
乎
数
の
削
誠
、
ス
ヒ
ー
ド
化
、

Ⅱ
維
化
ガ
は
か
れ
ま
ナ
。
さ
ら
三
お
セ
ン
タ

ー
の
共
同
利
用
か
可
能
と
な
り
、
李
務
処
即
の

^
人
中
^
^
^
^
^
ま
^
、

伽
竹
半
内
ν
、
の
ー
ノ
札
と
ス
ヒ
ー
ト
ι
即

正

ト

一
釜
△
吾
貝
消
息
一
・
、
、
、
一

★
新
入
会
員

・
司
小
:
、
、
.
^
し
Ⅱ
、
、

◆
愉
奈
良
趣
味
の
会

奈
良
ル
カ
笏
町
.
一
番
也

匙
、
設
,
部
へ
A

◆
奈
良
火
災
報
知
機

^
小
艮
市
・
、
此
畑
」
^
^
^
町
ヒ

一

一

◆
浅
沢
建
材

奈
良
市
小
と
川
町

◆
野
矢
設
備
工
業
所

/
」
,
艮
寸
ー
ア
寸
町
ノ
殉

.

★
名
称
変
更

◆
斯
脚
山
田
米
穀
店

山
川
,
.
油
店

◆
折
阪
奈
飯
田
憐

旧
側
飯
田
酒
店

◆
断
樹
吉
岡
歯
科
商
店

Π
^
U
謝
来
^
i
^
鷆
卿
、
日
^
F
"

◆
新
タ
イ
ヘ
イ
総

「
 
1
 
j
 
」
j
/

◆
新
日
立
建
機
妹
奈
良
営
業
所

^
Π
」
^
^
^
^
^
,
^
一
,
呂
^
一
^

六
代
表
者
変
更

◆
器
田
紙
商
店

柄
藤
田
東
樹

口
藤
肌
帳
一
郎

@
岡
崎
金
網
側

岡
崎
昌
一

-
M

岡
崎
柘
太
,
埼

1
◆
側
山
田
米
穀
店

舮
"
山
田

:
 
L
 
k

ノ
ノ

」

、

^
ゾ
那
ソ
Ⅲ
力
ら
q
^
.
乃
^
一
^
-
U
廻
,
^

▲

◆
側
池
利
商
店

斯
桜
ル
1
九
0

日
孚
 
1
 
.
ー
ー
,
＼
 
L
＼
ヒ

◆
北
浦
房
吉

桜
井
.
 
1
 
三

翫Π
桜
ル
一
-
ー
:
(
コ
ニ

◆
不
二
鉄
工
業
側

斯

一
▲

七
七

.

.

1

Ⅲ
一
.
三
1
(
)
七
h
人

◆
板
倉
石
油
鵠

^
^
三
-
1
ι
＼
ゴ
・
L

H
 
三
三
'
1
三
＼
万
ヒ

◆
徳
村
商
店

正
小
、
ス

緜
述

、
、
'

◆
脚
太
田
羅
紗
店

一
「

太
川
ル
浴

J旧
太
m
寅
太
郎

0
側
大
宮
電
器

斬
小
西
忰
・
夫

旧
木
村
波
治

@
脚
吉
岡
歯
科
商
店

Y
尋
鑁

場
所

.

.

一一

統
一
賃
は
複
与
に
な
二
、
い
る
の
で
N

作
業
の
怪
減
、
上
飽
、
、
ス
の
防
止
に
役
立
ち
ま

t
。
ま
た
品
名
そ
の
他
益
■
の
コ
ー
ド
統

、
一
化
に
有
利
で
t
 
さ
ら
譯
伝
架
・
川
語
統

譯
よ
り
作
業
か
発
花
、
飾
易
化
さ
れ
ま
十
。

^
,
ト
ー
タ
ル
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

統
一
伝
票
の
仙
用
に
ょ
り
一
霧
コ
ス
ト
の
み

な
ら
十
<
小
業
全
休
の
コ
ス
ト
の
低
減
に
役
立
ち

ま
t
、
例
え
ξ
松
↓
心
竹
洛
、
照
A
、
ツ
ブ
イ
リ

ノ
ゲ
な
ど
の
省
力
化
に
ょ
り
4
木
か
ス
ヒ
ー
ト

ア
フ
フ
し
、
人
件
賀
鄭
約
が
え
ら
れ
ま
÷

〔

向
お
問
合
せ
は
奈
良
雫
会
議
所
へ

浅
沢
敏
川

.

'
'

1

、
丁
,
く

Ⅲ
上
ク

j

◆
側
池
利
商
店

-
N
 
池
則
和
杁
N

池
則
禾
三
,
鄭

一
◆
飛
鳥
車
鞆
工
業
側

斯
米
田
良
次

旧
古
谷
俊
一

@
W
ウ
エ
ダ
商
事

斯
柚
m
 
政
和

旧
柚
田
庸
司

◆
日
立
建
機
鵠
奈
良
営
業
所

斯
多
田
頼
郷

旧
宮
次
健
司

◆
奈
良
住
宅
セ
ン
タ
ー

新
通
口
沽

旧
井
筒
武

◆
鮒
浅
川
組

新
中
林
西
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奈良市小売物価動向表

菜

一】は
斉昭
実和
施四
さ十
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るを
、は
の4ま
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りた

子

噌好 仁1
ロロ

107.2
105.1
111.6

107.2
106.1
111.6

家具

107.2
107.2
111,6

107.2
107.2
111.6

102.5

107.2
106.5
111.6

'ニ」ゞ
ノし C

107.2 107
106.5 106
111.6 111

132.3

.

不安を解消するには

131.4

107.2
106,5
H4.3

f

107,2
106.5

107.2
106.5

安
0

107.2
106.5

設計粘姉見習 1
什上 2二C

107.2

護力愉 9
保 母 1

単労及び寮婦 8
タイピスト 3

美容 部員 3
栄 養 士 1

機械製図 1
営 卦1 1

129.4
142.2

130.6
]42.2

23

C

130.6
141,8

133.6

J/
^'

^^

⑥企業に人材を.ノ
人材開発コーナー速報グ

,、

(自昭和46年9 河 10日~至10月20日分)
当所では奈良公共職業安定所の恊力を得て居需己コ{ナーを設け、ビ好評のうち

にW沖郡勺{こ求人開発を菊都ナておりますが、 9月以降の求職者のりストを一括取纒
めましたので是非ビ利用下さい。
なお、りスト中{こは既決定済のものもあるかと存じまtので、その場合不悪ご

諒承下さい。またご希望の向きは当所にお問合わせ下さい。

0 男子の部 0 女子の部
希望職種求職人員 希望職極求職人員 希望職種求職人員

テ 、.、ンノ＼
4

院亊務長^

19

1

22

、、ーノ

士木測量見習

機械

機械修NI
インテリヤ
デザイナ

新聞記

1^

1

1

客 1

繊維商品企画 1
酉己イ筒工 2
守 β

1町三 IK I

自動車部品管理 1

142.0 143.0

"""＼・~~_三別妬午1 0 妬年1 *戸、 1 0 1 0 1 ,, 0 1 ・ 1 01 _ー^一「^ーー^ー^ーーーーーーーー]^

畜産食品

工食品

奈良
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112.3.112.7 11
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て
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な
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な
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て
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あ
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知
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限
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気
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れ
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収
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什
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・
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あ
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、
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あ
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と
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皆様の近代合理的なご家庭の延長
としてお気軽にご利用下さい
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画優雅な伝承美を現代にアレンジした新宴会場「金剛の間」

(奈良ホテル別館)近鉄奈良駅前上電話 0742 (24) 3101
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N 商店経営シリーズ
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ー・当所のオートスライドこ利用を.ノ
当所手持のスライド及ぴテープ名

ー、』、r^●吋'

^".ー

'剛一"

.ー

1
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サービスとは。
販光効*をあげるにけ、。
」二乎なお客の応待法。
上手なお店の広告・戦略。
経曾改誓への道。
お乏;は常に正しい。
販光姑段はーつしかない。
お客は満足をかう。
厩"昂Cおける陳列と照明。
ググ G及寄晶の筈ゆ
薪しい販売方法(品質表示)
π削占街活動。
包装の仕方。(基本編)

(応用編)ノツ

品質表示と販売促進。
繁栄tる商店街。
店頭販光の秘訣。(按客編)
グ(!染列編)

これからの小売商j占の生きる道。
今日の店舗、明日の繁栄。
税金を怖れない経営。
貴方にも開かれている金融の窓口。
働きょい店、のびる店。
"い冴せを育てよう。
みんなで街づくり。
商店の労務管理(上)

(下)ノケ

これからの商店主婦。
お客さまの買物心理。
店員の一日(上)

Cド)ノノ

賀方にも出来る店舗の診断
安心を砧立てる。(新巻)
とれからの商工青午。
士手な仕入、下手な仕入。
繁栄への近道。
新しい販売方法、品質表示。
販売促進あの手との手。
素栄をあなたに(新巻)

会

、

^ ^、

＼

東京案内所
名古屋案内所

^.^

芳曼良ホテノレ
^ー^

<63 の奈良・奈良公園内
中央区銀座7丁目金城ビル
中村区西柳町名古屋都ホテル内

^

倒工場経営シリーズ

2 ぼやぼやしちゃいられない。
13 個バ岩の健喪(工場作業締D (新巻)
4 新しい人闇関係。
5 人ル町開係のボイント。
6 あなたもコストダウン出来る。
7 我々は原価を作っている。
8 下訪企業の経倒'改暫三。
9 売れる製品の作り方。
10 中小企業の産業安全。
Ⅱ晶質管理とは。
12 あなたに、できる工場診断。
}3 企業を仲ばす資金繰り。
C)実務訓練関係

正しい電話の応接。
正しい受付'と接待の社プj。
正しし寸謹度。
枝極性を伸ばすには。
命令の妥け方、毅告の仕方。
会議の朋き方。
話し方の技術。
'.エ.入1. 1 とは。
教え方の四段階。
人を協力させるには。
作業分析。
働く者の健康(事務作業)(新巻)
電話'の心寸昌。
停れ、見よ、そして訊ねよ。
職場のモラール。
新しい労使の在り方。
店員訓練。
楽ししⅧ哉場を作るには。
新時代の社員として、(組織と個人の調和)
訪問のしかた、話しかた

(販売を成功させるには。)
従業員と共に
明るい明日をきづくために

(やさしい帳舗のつくり方)
交通事故と経営者の賠償賀任(新巻)

(新巻)太やじガンバレ

(,j

^
^^^^^

翫都742(23)4101
電話 03 (572)8301
翫和52(582)7馴
国荘

^^
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奈良近鉄タクシー株式会社
本社奈良鯛 1

取締役社長杉

奈良⑳5501代
ガ⑳5271
ガ⑳1185
ガ⑳0966
グ⑳6461
ガ⑮0987代
ガ闘0095
ガ⑮0091代
ガ遍0781
奈良質0096

く事業場

生駒③20釘・・駒
ガ③2965駒台
郡山②7246久

天理②1453＼理
橿原②1032入木

橿原ネ卯宮ガ②0478
高収 2043阪宝E

高田@5921代田而ヨ]

御所②6261代御 所
桜井②6288代井桜

8 1 大代表

勝彦

覧>

深夜電力利用
ヒ「トポンブ式、

セントヲ1闘令暖房■合1易

榛原②0551代
大宇陀③0018
五条②3297代
下市②3705代
吉野2961代
ガ 3021
柏木 33
吉野5305代
奈良圃Ⅱ87

.くわしくは、お近くの関西電力へどうぞ.'

すべてを電気が解決・・・

'゛

f

たの理想的な

(

おイ主いは

▲

近鉄西大寺駅北出口前三和住宅ビル

注交建築・金融公庫のこ用命倉 も承りますなお宅地はお好
みに応じ分譲い六します

建築・施工・設計・一般土木建設請負

^

倉
和住

0

^

建売住宅・貸家多数ありま

代表取締役小キ木茂市

みなさまσ)

関西電力

和イ主宅K・K

イ

、、

,曳、

外内 国

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日第3木曜日)

TEL.奈良 33-056

^i

1代

内外国特許事務所

大阪市東区内本町橋詰町 30 番地
(堺筋本町東へコクサイホテル南50メートノレ)
電話大阪(06) 941-0702~0704
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KING

'

◎部品部

◎用品部

各種外車・国産車部品

付属品、工具

日本ドライブシ"ツプチェーン加盟店

J. A. F.取扱店
アクセサリ ^●

、

株式会社

奈良赫ラケ西町35-2(専売公社通り)
T E L 奈良(0742) 22-0106岡

*Dワ商書
二汗で通

ドライブ用品

(


